


将
軍
の
鷹
狩
と
江
戸
の
鳥
問
屋

は

じ

め

に

一

問
鳥

･
水
鳥
問
屋
成
立
の
前
提

川
享
保
三
年
諸
鳥
取
扱
制
限
令
と
鳥
商
売
人

側
諸
点
取
扱
制
限
と

｢御
鵬
之
鳥
｣
の
下
賜
儀
礼

㈱
餌
鳥
請
負
人
制
の
存
続

糾
公
儀
餌
差
の
廃
止
と
餌
鳥
請
負
人
制

大

友

一

雄

二

間
鳥

･
水
鳥
聞
槌
の
組
織
化
と
そ
の
恋
鵡

川

御
僧
の
餌
点
前
負
と
岡
山

･
水
心
問
屈
の
成
立

榊

岡
鳥
問
屋
の
成
立
と
飼
鳥
屋

糾
水
鳥
問
屋
の
成
立
と
自
立
的
鳥
商
光
の
解
体

糾

水
鳥
問
腿
の
取
締
り
機
能

付

水
瓜
問
屋
の
御
隣
御
用

お

わ

り

に

は

じ

め

に

将
軍
の
鷹
狩
と
江
戸
の
鳥
商
売
は
'
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
'
そ
の
追
究
が
本
稿
の
韮
本
的
な
課
題
で
あ
る
｡
具
体
的
に
は

(-
)

享
保
期
の
幕
府
放
鷹
制
の
再
興
と
の
関
連
で
'
享
保
十
年

二
七
l云
)
に
成
立
す
る
江
戸
の
岡
鳥

･
水
鳥
問
屋
の
生
成
､
組
純
化
の
過

程
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡
そ
の
際
､
①
鷹
を
め
ぐ
る
礼
的
秩
序
と
鳥
商
売
と

の
関
係

'
②
組
純
化

の
過
程
に
お
け
る
独
占
と

将
軍
の
鷹
狩
と
江
戸
の
鳥
問
屋

.
七
九



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

.
八
〇

排
除
の
あ
り
方
'
③
組
織
化
に
伴
う
役
割

(御
用
)

･
機
能
の
付
与

･
獲
得
な
ど
に
注
目
し
た
い
｡
こ
れ
に
よ
っ
て
幕
府
放
鷹
制
の
研
究

を
少
し
で
も
進
展
さ
せ
､
ま
た
'
同
時
に
商
人
の
特
権
性
の
問
題
､
延
い
て
は
近
年
の
由
緒
論
へ
も
接
近
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
｡

な
お
､
都
市
商
人
の
特
権
性
に
関
す
る
旧
来
の
研
究
に
対
し
て
今
井
修
平
氏
は
'
特
権
的
な
面
の
み
が
強
調
さ
れ
'
近
代
化
へ
の
展
望

に
も
欠
け
る
と
し
'
特
権
的
と
い
っ
た
先
入
観
念

･
固
定
観
念
を
排
除
し
て
都
市
住
民
の
自
律
的
な
共
同
組
織
と
し
て
の
実
態
に
注
目
す

(2
)

る
必
要
性
を
主
張
す
る

｡

し
か
し
'
特
権
的
な
も
の
の
構
造
､
そ
の
生
成
過
程
'
ま
た
'
彼
ら
の
政
治
的
な
活
動
そ
の
も
の
が
充
分
に
解

明
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
｡
ま
た
'
商
人
の
特
権
性
と
は
'
近
世
前
期
な
ど
に
集
中
的
に
見
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
'

(3
)

近
年
の
由
緒
や
諸
役
免
許
特
権
な
ど
に
関
す
る
研
究
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
'
特
権
は
常
に
生
み
出
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る

｡

よ
っ
て
特

権
性
の
問
題
は
'
国
家
や
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
､
各
時
代
の
特
権
性
の
質
や
'
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
｡
国
家
や
領
主
の
規
制
と
保
護
と
い
っ
た
問
題
や
､
特
権
に
対
す
る
商
人
側
の
対
応

･
認
識
と
い
っ
た
点
へ
の
留
意
が
重
要
と
思

(4
)

わ
れ
る

｡

こ
う
し
た
な
か
で
自
律
的
と
ば
か
り
は
い
え
ぬ
集
団
の
多
様
な
性
格
を
示
す
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
｡
も
ち
ろ
ん
､
本
稿
は

こ
う
し
た
課
題
を
全
面
的
に
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
'
近
年
の
由
緒
論
で
も
充
分
に
扱

っ
て
い
な
い
特
権
集
団

の
生
成
に
つ
い
て
'
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
対
象
は
い
う
ま
で
も
な
-
岡
鳥

･
水
鳥
問
屋
で
あ
る
｡

一

岡
鳥

･
水
鳥
問
屋
成
立
の
前
提

本
章
で
は
享
保
十
年

二
七
二
五
)
の
岡
鳥

･
水
鳥
両
問
屋
結
成
の
前
提
と
し
て
の
意
味
も
込
め
て
'
享
保
元
年
の
放
鷹
制
再
興
以
後
'

(5
)

鳥
商
売
人
が
い
か
な
る
状
況
に
置
か
れ
て
行

っ
た
も
の
か
'
い
く
つ
か
の
画
期
や
'
放
鷹
制
と
幕
洋
間
に
お
け
る
礼
的
秩
序
の
問
題
に
留



意
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
｡

な
お
､
検
討
を
進
め
る
に
際
し
て
､
江
戸
に
お
け
る
水
鳥
需
要
､
お
よ
び
に
先
行
研
究
に
つ
い
て
偶
単
に
確
認
す
る
な
ら
ば
､
宴
席

･

(6
)

贈
答
品
を
始
め
と
す
る
広
範
な
消
群
形
態
が
存
在
し
た
こ
と
を
､
近
年
菅

盟
氏
が
指
摘
し
て
い
る
o

ま
た
､
同
氏
は
近
世
の
鳥
商
売
が
放
鷹
制
の
問
題
や
生
朔
政
策
な
ど
と
無
関
係
で
は
な
-
､
綱
吉
政
権
下
で
は
生
類
憐
み
政
策
と
の
関

連
で
商
売
が
規
制
さ
れ
'
編
著
死
後
は
'
鷹
狩
が
再
興
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
ー
水
鳥
商
売
が
活
発
し
､
水
鳥
資
源
が
減
少
し
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
｡
さ
ら
に
､
享
保
以
降
に
つ
い
て
も
鷹
揚
の
再
興
に
留
意
さ
れ
な
が
ら
'
水
鳥
問
屋
東
国
屋
伊
兵
衛
の
活
動
を
活
写
L
t

当
時
の
水
鳥
問
屋
の
活
動
の
一
端
を
､
幕
府
へ
の
御
用
や
､
荷
元
と
な
る
村
方
と
の
関
係
か
ら
巧
み
に
描
い
て
い
る
｡

本
稿
で
は
､
こ
う
し
た
先
行
業
続
に
も
学
び
な
が
ら
､
検
討
対
象
時
期
を
享
保
期
以
降
に
限
定
し
､
所
期
の
問
塩
に
迫

っ
て
み
た
い
.

川

享
保
三
年
詰
鳥
取
抜
制
限
令
と
鳥
商
売
人

享
保
十
年

(
1
七
二
五
)
の
同
点

･
水
鳥
両
問
屋
の
成
立
ま
で
に
は
､
い
く
つ
か
の
画
期
が
存
在
し
た
が
'
こ
こ
で
は
節

1
の
画
期
と

も
い
う
べ
き
享
保
三
年
の
動
向
を
検
討
し
て
み
た
い
｡

党

一
御
拳
場
井
御
留
場
鳥
殺
生
御
制
禁
之
伐
依
致
中
絶
候
､
鳥
無
之
､
御
用
に
難
立
こ
付
､
今
年
よ
り
子
年
迄
､
三
ヶ
年
之
内
左
之
通

被

仰
出
侯
串

1
鶴
白
鳥
菱
喰
雁
鴨
な
ま
鳥
塩
鳥
と
も
に
'
111ヶ
年
之
内
は
献
上
侠
義
無
用
に
可
任
侠
'
此
外
之
点
上
ケ
来
侯
ハ
､
-
る
L
か
ら
さ

る
串
､
但
､
初
鶴
初
発
喰
ハ
献
上
可
任
侠
単

一
鶴
白
鳥
菱
喰
雁
鴨
な
ま
鳥
塩
鳥
､
三
ヶ
年
之
内
ハ
音
物
井
振
廻
之
料
理
に
迫
ひ
候
事
無
用
こ
候
､
此
外
之
鳥
ハ
青
物
料
理
等
に
も

将
軍
の
鷹
狩
と
江
戸
の
点
間
屈

八

7
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遣
ひ
く
る
し
か
ら
す
侯
､
雁
鴨
為
養
生
､
給
料
に
相
用
ひ
侯
義
は
'
勝
手
次
第
之
事

1
於
江
戸
鳥
商
売
仕
侯
義
'
三
ヶ
年
之
内
ハ
町
中
に
鳥
問
屋
十
人
相
極
'
雁
鴨
ハ
不
及
言
'
小
鳥
飼
鳥
二
重
迄
'
右
之
者
之
外
に
て

ハ
鳥
商
売
仕
間
数
侯
'
且
又
相
極
十
人
之
者
よ
り
御
鳥
見
判
鑑
を
申
受
､
十
人
之
者
添
判
い
た
し
'
鳥
差
越
侯
者
方
え
渡
置
'
鳥

数
之
儀
は
其
在
々
の
名
主
よ
り
謹
文
相
添
可
申
侯
'
右
判
鑑
井
証
文
無
之
鳥
､

1
切
商
売
仕
間
敷
候
事

但
'
御
鳥
見
井
野
廻
り
之
者
共
も
'
鳥
を
持
出
侯
者
二
出
合
侯
ハ
ヽ
相
改
､
若
判
鑑
持
不
用
者
有
之
侯
ハ
,
留
置
'
可
遂
吟
味

侯
事

一
近
国
知
行
所
よ
り
鳥
取
寄
候
面
々
ハ
'
御
鳥
見
組
頭
判
鑑
に
手
前
之
漆
判
い
た
し
'
取
寄
可
申
侯
事

右
之
趣
堅
可
相
守
侯
'
以
上

(牢
保
三
年
)

七
月

(-
)

右
の
諸
鳥
取
扱
制
限
令
と
も
い
う
べ
き
史
料
か
ら
は
､
放
鷹
制
の
再
興
間
も
な
い
段
階
で
の
､
鳥
類
の
献
上
や
贈
答

･
振
舞
い
の
制
限
'

取
り
引
き
面
で
の
不
正
防
止
策
と
し
て
の
判
鑑
発
行
､
鳥
問
屋

一
〇
軒
以
外
を
営
業
停
止
と
す
る
措
置
な
ど
が
明
ら
か
で
あ
る
｡
三
か
年

間
の
時
限
的
な
措
置
と
は
い
え
､
鳥
商
売
人
は
そ
れ
ま
で
と
明
ら
か
に
異
な
る
状
況
下
に
置
か
れ
た
と
い
え
る
｡
こ
と
に
大
半
の
も
の
を

営
業
停
止
と
す
る
措
置
は
重
大
で
あ
る
｡
鳥
商
売
を
行
う
権
利
と
は
'
権
力
の
前
に
そ
れ
ほ
ど
脆
弱
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
｡
当
時
の
存

在
形
態
を
踏
ま
え
た
検
討
が
必
要
と
い
え
る

(後
述
)0

し
か
し
'

1
0
軒
の
も
の
は
継
続
し
て
鳥
商
売
を
認
め
ら
れ
て
お
り
'
右
は

1
0
軒
を
残
し
た
単
純
な
排
除
で
は
な
-
'
特
定
の
も
の

に

一
定
の
特
権
を
付
与
し
た
こ
と
と
同
意
で
あ
る
｡

存
続
を
認
め
ら
れ
た
鳥
問
屋
の
性
格

･
機
能
を
さ
ら
に
検
討
し
た
い
が
'
右
の
史
料
を
鳥
問
屋
と
の
関
係
で
理
解
を
深
め
る
に
は
'
そ

(8
)

の
翌
日
で
あ
る
享
保
三
年
七
月
二
十
四
日
に
出
さ
れ
た
次
の
書
付
へ
の
注
目
が
不
可
欠
で
あ
る
｡
な
お
､
書
付
は
御
鷹
御
用
を
勤
め
た
若



年
寄
大
久
保
佐
渡
守
常
春
か
ら
町
奉
行
大
岡
忠
相

へ
手
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

①

折
上

町
奉
行

御
鷹
餌
点
上
ケ
候
者

上
総
垣
源

右

衛

門

英
波
尾
彦

四

郎

叩
州
屈
五
郎
右
街
門

本

屋
治

兵

衛

福
由
屋
吉

右

衛

門

笹

屋
平

兵

衛

赤
塚
屋
平

八

郎

右
之
者
共
'
今
度
相
極
候
鳥
商
売
拾
人
之
者
之
内
江
弐
三
人
宛
附
添
､
札
何
枚
二
両
も
望
次
節
請
取
之
､
餌
鳥
無
滞
梯
こ
可
相
渡
旨

可
申
付
侯
､
尤
札
壱
人
こ
何
枚
宛
相
渡
快
哉
'
其
段
拾
人
之
者
之
内
よ
り
番
付
､
町
奉
行
江
可
差
山
峡
､
以
上

享
保
三
成
年
七
月

②

折
上

町
奉
行
江室

町
二
丁
目
小
石
街
門
店

七

左

街

円

本
小
田
原
町
二
丁
目
八
左
衛
門
店

七

兵

衛

長
浜
町

一
丁
日
長
左
街
門
店

喜

兵

衛

同
所
万
石
衛
門
店

吉

兵

衛

将
餌
の
鷹
狩
と
江
戸
の
点
間
垣

瀬
戸

物
町
酋
左

術門店甚
兵

衛

同
所
三
郎
兵
術
店

孫

兵

衛

安
針
町
家
主

久

次

郎

通
二
丁
目
六
兵
衛
店伊

兵

衛
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通
新

石
町
甚
右

衛門店

須
田
町
二
丁
日
次
右
衛
門
店

仁
兵

衛

清

兵

衛

右
拾
人
之
者
共
二
鳥
商
売
可
申
付
侯
'
札
之
儀
ハ
人
々
願
之
数
町
奉
行
所
二
而
相
極
､
御
鳥
見
組
頭
江
可
申
開
侯
'

且
又
御
鷹
之
餌

鳥
上
ケ
侯
七
人
之
者
ハ
､
右
拾
人
之
内
江
弐
三
人
宛
附
涼
､
札
請
取
筈
こ
侯
､
御
賄
頗
可
申
合
侯
､
以
上

享
保
三
成
年
七
月

右
弐
通
之
御
書
付
､
成
七
月
廿
五
日
大
久
保
佐
渡
守
殿
よ
り
大
岡
越
前
守
四
ツ
時
登
城
侯
様
こ
と
昨
日
被
仰
下
侯
に
付
'
評
定
所
よ

り
致
登
城
侯
処
'
御
渡
被
成
侯
写
'
坪
内
能
登
守

･
中
山
出
雲
守
江
相
廻
侯

右
の
二
点
の
書
付
か
ら
は
'
前
述
の
鳥
問
屋

一
〇
軒
の
名
前
な
ど
も
具
体
的
に
判
明
す
る
が
､
ま
た
､
｢御
鷹
餌
点
上
ケ
侯
者
｣
と
い

う
七
名
の
名
前
も
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の
七
人
は

｢御
鷹
餌
鳥
上
ケ
侯
者
｣
と
い
う
表
現
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
幕
府
が
所
持

す
る
御
鷹
の
餌
鳥
の
請
負
人
で
あ
り
'
屋
号
の
存
在
か
ら
は
､
彼
ら
が
町
方
の
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
rd
｡
享
保
元
年
の
放

(9
)

鷹
制
の
再
興
以
降
､
御
鷹
の
餌
鳥
は
幕
府
の
役
人
で
あ
る

｢公
儀
餌
差
｣
が
そ
の
捕
獲
に
あ
た
っ
て
き
た
が
'
こ
こ
に
町
方
の
餌
鳥
請
負

人
と
公
儀
餌
差
が
並
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
｡
公
儀
餌
差
の
餌
鳥
確
保
を
補
完
す
る
役
割
が
'
町
方
の
餌
鳥
請
負
人
に
与
え

ら
れ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
か
｡

そ
し
て
､
こ
の
餌
鳥
請
負
人
と
鳥
問
屋
と
は
､
餌
鳥
請
負
人
七
名
が
鳥
問
屋

一
〇
軒
の
も
の
へ
二

二
二
人
ず
つ
付
属
す
る
と
い
う
よ
う

に
､
餌
鳥
請
負
人
が
鳥
問
屋
の
指
揮
下
に
置
か
れ
た
｡
ま
た
'
鳥
問
屋
か
ら
餌
鳥
請
負
人
に

｢札
｣
を
希
望
の
数
だ
け
与
え
る
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
が
'
こ
の
札
は
餌
鳥
捕
獲
の
た
め
の
鑑
札
で
あ
-
､
希
望
の
数
だ
け
入
手
し
た
餌
鳥
請
負
人
は
､
こ
れ
を
町
在
の
餌
差

(｢殺
生
人
｣
｢鳥
取
｣
等
と
も
見
え
る
)
に
与
え
た
｡
こ
の
札
は
の
ち
に
い
う
と
こ
ろ
の
餌
鳥
札
で
あ
り
､
希
望
の
数
と
は
'
餌
鳥
請
負
人
が

関
係
を
取
り
結
ぶ
餌
差
の
人
数
を
指
し
て
い
る
｡

一
〇
軒
の
鳥
問
屋
は
'
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
商
売
鳥
の
移
入
証
明
と
な
る
判
鑑
の
発



行
に
関
わ
っ
た
が
､
同
時
に
こ
の
餌
鳥
札
の
発
行
に
も
関
係
し
た
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
､
以
上
の
点
か
ら
は
鷹
部
屋
-
鳥
問
屋
-
餌
鳥
講

(t0
)

負
人
-
餌
差
と
い
う
流
れ

で

指
示
や
餌
鳥
調
達
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
｡

ま
た
､
鳥
問
屋

一
〇
軒
の
確
定
か
ら
日
を
お
か
ず
に
餌
鳥
請
負
人
が
任
命
さ
れ
､
両
者
が
相
互
に
関
わ
る
餌
鳥
調
達
シ
ス
テ
ム
が
示
さ

れ
て
い
る
点
か
ら
は
'
右
の
よ
う
な
関
係
や
機
能
が
あ
ら
か
じ
め
計
画
さ
れ
た
上
で
鳥
問
屋
と
餌
点
請
負
人
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
も
間
違

いな
い

｡

な
お
'
餌
鳥
は
生
餌
で
あ
-
､
餌
鳥
請
負
人
の
そ
も
そ
も
の
職
業
は
､
仕
邸
の
内
容
か
ら
勘
案
し
て
､
鳥
商
売
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極

め
て
高
い
｡
つ
ま
り
､
幕
肘
は
､
享
保
三
年
､
三
か
年
間
の
時
間
を
区
切
-
､
鳥
商
売
人
を

1
0
軒
に
限
-
､
他
を
営
業
停
止
と
し
た
が
'

営
業
停
止
と
し
た
者
の
う
ち
か
ら
七
人
を
餌
鳥
請
負
人
に
任
じ
､
幕
府
御
用
の
な
か
に
取
り
込
ん
だ
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
｡
町
在
の
餌

差
が
捕
獲
し
た
餌
鳥
を
取
り
ま
と
め
て
必
要
量
を
幕
肘
へ
納
め
る
と
い
う
､
炎
荷
取
り
次
ぎ
機
能
は
彼
ら
の
前
職
で
あ
る
点
商
売
機
能
と

も
同
質
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
.
ま
た
､
町
方
の
も
の
に
よ
る
餌
鳥
請
負
は
､
享
保
の
放
鷹
制
の
再
興
後
'
は
じ
め
て
耕
入
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
､
以
後
､
江
戸
の
鳥
問
屋
は
餌
鳥
請
負
と
無
関
係
で
は
い
ら
れ
な
-
な
る

(詳
細
は
後
述
).

以
上
'
本
節
で
は
鷹
狩
の
再
興
に
伴
う
諸
鳥
取
扱
制
限
令
と
の
関
わ
り
で
､
鳥
商
売
人
が
い
か
な
る
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
か
検

討
し
て
き
た
.
時
限
的
な
措
置
と
い
え
､
鳥
商
売
人
を
問
屋

1
0
軒
の
み
と
す
る
措
澄
､
餌
鳥
拙削
負
人
の
設
定
､
点
間
屋
の
餌
鳥
確
保
へ

【‖
)

の
関
わ
り
な
ど
'
い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
｡

ま
た
､
後
に
見
ら
れ
る
基
本
系
が
い
ず
れ
も
こ
こ
に
始
ま
る
こ

と
か
ら
も
こ
の
画
期
の
も
つ
意
味
は
大
き
い
｡

似

諸
島
取
扱
制
限
と

｢御
鷹
之
鳥
｣
の
下
賜
儀
礼

右
の
享
保
三
年
の
措
置
は
極
め
て
大
き
な
変
革
で
あ
っ
た
が
､
前
述
の
通
り
三
か
年
間
の
時
限
的
な
措
置
で
あ
っ
た
｡
よ
っ
て
'
問
題

将
軍
の
鷹
狩
と
江
戸
の
鳥
問
屋

八
五



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

八
六

は
そ
の
後
の
展
開
の
あ
り
方
と
い
え
る
｡
次
に

川献
上
品

･
振
舞
い
の
品
と
し
て
の
鳥
類
の
扱
い
'

∽そ
の
後
の
餌
鳥
確
保
の
あ
り
方
､

川
鳥
問
屋
､
鳥
商
売
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
｡

ま
ず
'
時
限
的
な
措
置
期
間
が
切
れ
る
享
保
五
年
に
幕
肘
か
ら
出
さ
れ
た
次
の
史
料
を
確
認
し
た
い
｡

覚

一
去
々
年
よ
り
当
年
中
'
鶴
白
鳥
菱
喰
雁
鴨
献
上
'
且
又
青
物
二
仕
間
数
由
相
達
侯
得
共
､
鶴
は
自
今
も
相
用
ひ
中
間
敷
侯
'
白
鳥

菱
喰
雁
鴨
ハ
当
冬
よ
り
献
上
井
昔
物
こ
可
仕
候
'
左
候
へ
は
､
献
上
は
ニ
ッ
宛
'
音
物
に
は
戎
二
ツ
戎
壱
ツ
可
為
勝
手
次
第
申

但
'
前
々
よ
り
右
之
鳥
壱
ッ
献
上
侯
分
ハ
'
尤
共
通
二
可
相
心
得
候

一
鶴
白
鳥
蒙
喰
雁
鴨
振
舞
之
料
理
こ
出
し
候
義
は
'
去
々
年
触
候
通
二
相
心
得
'
重
て
相
違
候
迄
は
可
為
無
用
侯
事

一
只
今
迄
ハ
鳥
屋
拾
軒
に
て
侯
､
向
後
は
鳥
屋
先
規
之
通
可
為
勝
手
次
第
侯
'
若
御
停
止
之
場
所
よ
り
出
し
侯
鳥
な
と
商
売
仕
侯

ハ
,
､
鳥
屋
取
上
ケ
可
中
卒

但
､
田
舎
よ
り
鳥
取
よ
せ
侯
判
鑑
札
も
'
武
家
方
町
方
共
こ
御
鳥
見
組
頭
方
え
可
相
返
候
事

以
上

(事

保
五
年
)

四

月

(t2
)

享
保
五
年
四
月
に
発
せ
ら
れ
た
右
の
史
料
に
よ
れ
ば
､
鳥
商
売
を
鳥
問
屋

一
〇
軒
と
し
て
き
た
制
限
が
解
除
さ
れ
､
第
三
条
の

｢向
後

は
鳥
屋
先
規
之
通
可
為
勝
手
次
第
侯
｣
と
い
う
指
示
に
よ
り
'
鳥
商
売
を
希
望
す
る
も
の
は
自
由
に
参
入
し
､
取
り
引
き
を
行
な
う
形
が

復
活
し
た
｡
ま
た
､
そ
れ
に
と
も
な
い
'
荷
元
に
貸
与
さ
れ
て
い
た
判
鑑
は
回
収
さ
れ
'
鳥
移
出
に
伴
う
手
続
き
も
旧
来
に
復
し
た
｡
鳥

商
売
は

一
応
享
保
三
年
の
法
令
発
布
以
前
の
状
況
に
戻
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
｡

い
っ
ぽ
う
'
献
上

･
贈
答
で
は
'
鶴

･
白
鳥

･
菱
喰

･
雁

･
鴨
の
利
用
が
､
三
か
年
間
に
わ
た
り
禁
止
さ
れ
て
き
た
が
､
こ
の
年
鶴
を



除
-
白
鳥

･
菱
喰

･
雁

･
鴫
が
解
禁
と
な
っ
た
o
し
か
し
､
振
舞
い
の
宴
席
で
は
引
続
き
仏

･
白
鳥

･
菱
喰

･
雁

･
鴨
を
出
す
こ
と
が
停

止
と
さ
れ
た
o
こ
の
規
定
が
さ
ら
に
枚
和
さ
れ
る
の
は

｢向
後
押
立
候
撮
廻
二
､
十
月
よ
り
三
月
迄
ハ
'
山
候
俵
不
苦
侯
｣
と
の
触
れ
が

(13
)

出
た
寛
保
元
年

(
1
七
四
1
)
九
月
の
こ
と
で
あ
る

.

こ
う
し
た
捕
獲
禁
止

･
利
用
制
限
は
､
鳥
類
の
減
少
を
理
由
と
す
る
が
､
問
題
は

減
少
状
況
を
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
と
､
鶴

･
白
鳥

･
糞
喰

･
雁

･
鴨
な
ど
が
優
先
さ
れ
る
理
由
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
は
鷹
狩
再

興
の
意
義
に
も
関
わ
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
に
違
い
な
い
｡
し
か
し
'
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
治
安
の
問
題
や
民
情
視
察
､
武
芸
の
鍛
錬

な
ど
と
い
っ
た
鷹
狩
の
理
由
か
ら
は
､
右
の
動
向
を
充
分
に
説
明
で
き
な
い
｡

よ
っ
て
'
こ
こ
で
は
放
鷹
制
の
復
活
が
'
｢御
鷹
之
鳥
｣
の
下
賜
儀
礼
の
復
活
を
も
意
味
し
､
下
賜
の
有
無
や
､
下
賜
さ
れ
る
鳥
の
種

(14
)

類
が
大
名
の
家
格
な
ど
に
よ
っ
て
確
定
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
し
た
い
｡
当
時
'
下
賜
さ
れ
る
鳥
は
大
名
家
の
家
格
を
象
徴
す
る
も
の
と

な
り
､
ま
た
､
｢御
鷹
之
鳥
｣
下
賜
儀
礼
の
再
興
に
と
も
な
い
鳥
に
も
序
列
が
発
生
し
た
と
言
い
得
る
状
況
が
確
か
に
生
じ
て
い
た
の
で

あ
る
｡
利
用
さ
れ
る
鳥
類
は
時
代
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
､
鶴

･
雁

･
糞
喰

･
雲
雀
な
ど
が
亜
用
さ
れ
､
也
は
最
も
格
が
高
い
鳥
と
し
て

扱
わ
れ
た
｡
将
軍
は
こ
れ
ら
の
鳥
を
必
要
数
だ
け
円
滑
に
調
達
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
｡
こ
の
た
め
江
戸
近
郊
で
諸
大
名

が
鷹
狩
を
行
な
う
場
合
に
は
'
鶴

･
白
鳥

･
糞
境
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
'
鴨

･
雁
な
ど
も
必
ず
し
も
自
由
に
捕
獲
で
き
る
状
況
で
は

(1

5
)

な
か
った

｡

こ
う
し
た
状
況
を
加
味
し
て
､
享
保
三
年
'
五
年
の
措
置
を
検
討
す
る
な
ら
ば
'
幕
府
が
期
間
を
区
切
っ
て
鳥
類
ご
と
に
揃
狸

･
利
用

を
制
限
し
て
い
る
状
況
か
ら
み
て
'
そ
の
狙
い
は
鳥
を
介
し
た
幕
洋
間
に
お
け
る
礼
的
秩
序
を
再
構
築
す
る
た
め
の
周
知

･
準
備
期
問
と

し
て
の
意
味
が
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
鳥
商
売
人
の
軒
数
制
限
な
ど
も
こ
れ
に
関
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
｡

た
だ
し
t
r徳
川
尖
紀
｣
を
確
認
す
る
な
ら
ば
'
享
保
三

･
四
年
な
ど
に
も
将
軍
吉
宗
は
朔
繁
に
鷹
狩
を
行
い
'
度
々
鶴
な
ど
を
捕
ら

え
て
い
る
｡
ま
た
､
そ
の
鴇
を
大
名
や
朝
廷
へ
贈
る
こ
と
や
振
舞
い
の
場
の
設
定
な
ど
も
確
認
で
き
る
.
鳥
輔
の
序
列
'
そ
し
て
そ
れ
に

将
軍
の
鷹
狩
と
江
戸
の
鳥
問
屋

八
七



史
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照
応
す
る
捕
獲
規
制
の
あ
り
方
が
将
軍
を
頂
点
に
編
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
こ
こ
に
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
､
鳥
に
こ
う
し
た
政
治
的
社
会
的
機
能
を
発
揮
す
る
も
の
と
し
て
の
性
格
を
付
与
し
､
幕
藩

･
幕
朝
関
係
の
な
か
に
位
置
づ

け
た
場
合
'
鳥
の
不
正
な
流
通
は
厳
に
取
り
締
ま
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
｡
幕
府
が
商
売
鳥

･
餌
鳥
を
問
わ
ず
江
戸
に
入
っ

て
-
る
鳥
を
判
鑑
の
発
行
な
ど
を
通
じ
て
一
元
的
に
掌
損
す
る
こ
と
を
指
向
し
た
の
も
こ
の
た
め
と
い
え
る
｡
史
料
的
に
は

｢盗
鳥
｣
の

取
締
り
な
ど
と
い
っ
た
表
現
が
採
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
-
な
い
｡
そ
も
そ
も
盗
鳥
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
問
題
で
あ
る
が
'
史
料
に
は

(16
)

｢在
々
所
々
御
留
場
こ
て
致
盗
鳥
候
も
の
有
之
｣
な
ど
と
い
う
形
で
記
さ
れ
て
お
り
､
そ
の
意
は
将
軍
の
鷹
場
'
あ
る
い
は
幕
府
が
輔
車

を
禁
じ
た
鳥
を
捕
る
こ
と
を
指
す
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
'
盗
鳥
に
は
将
軍
の
権
威
を
侵
す
行
為
と
し
て
の
意
が
あ
っ
た

こ
と
を
了
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
盗
鳥
が
江
戸
に
持
ち
込
ま
れ
､
売
買
さ
れ
'
諸
人
の
食
卓
に
上
れ
ば
'
各
段
階
で
将
軍
の
成
を
傷

つ
け
'
延
い
て
は
幕
藩
間
の
礼
的
秩
序
の
維
持
装
置
の
一
つ
で
あ
る

｢御
鷹
之
鳥
｣
の
下
賜
と
い
う
儀
礼
行
為
そ
の
も
の
を
骨
抜
き
に
す

(17
)

る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
｡
鳥
問
屋
の
盗
鳥
取
締
り
へ
の
参
加
は
'
当
時
の
鳥
が
お
か
れ
た
政
治
社
会
的
な
状
況
を
鋭
く
反
映
し
て
い

た
と
い
え
る
｡

川

餌
鳥
請
負
人
制
の
存
続

.

と
こ
ろ
で
'
公
儀
餌
差
の
補
完
を
目
的
に
設
定
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
餌
鳥
請
負
人
は
､
享
保
五
年
､
鳥
屋
の
軒
数
規
制
が
解
除
さ
れ
､

鳥
類
の
取
り
扱
い
が
緩
和
さ
れ
る
な
か
で
'
ど
の
よ
う
に
処
置
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
･｡
当
時
の
餌
鳥
請
負
人
の
機
能
や
性
格
の
一
端
を

明
ら
か
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
お
き
た
い
｡

党

麹
町
平
川
町
弐
丁
目
六
右
衛
門
店



新

兵

街

此
者
儀
､
昨
廿

l
日
呼
出
､
只
今
迄
御
鷹
餌
鳥
御
用
相
勤
候
七
人
之
者
ハ
相
止
､
右
七
人
之
者
共
勤
焼
直
段
之
通
二
両
'
常
御
用

･

野
先
御
用

共と向
後
可
相

勤
倹
､
先

達而
相
願

侯常
汲
上
り

屋
敷
弐
ヶ

所
茂
御
用
相

勤侯
内
拝

借
被
仰
付
侯
､
餌
鳥
代
金
之
偽
者
､

三
十
日
切

こ可被
下
置
峡

間
､
御
用

無
滞様
こ
入
念
可相
勤

旨
'
非
向
後

御
鷹
匠
h-

致支配
候
等

こ快
投
茂
申
渡
侯
虚
社
有
奉
存
侯
'

常
御
用

･
野
先
御
用
と
も
こ
少
茂
無
御
手
支

､
急
皮
可
相
勤
旨
中
之
供

浅
草
御
蔵
前
片
町

源

右

衛

門

小
石
川
金
剛
寺
坂

平

兵

衛

平
川
町
三
丁
百

五
郎
左
衛
門

新
右
街
門
町

次

兵

衛

小
石
川
上
冨
坂
町

吉

右

衛

門

上

槙

町

安

兵

術

南
八
町
堀
三
丁
目

彦

四

那

此
者
共

儀も呼
出
'
餌

鳥
御
用
今
皮
相
改
新
兵
衛
こ
被
仰

付
保
､
右
新
兵
衛

御
用講取
相勤侠上
ハ､
只今

迄

之通餌乃
御用
無
滞

手
支
様

こ急皮
可
相

勤

倹
'
右
之

通
申
渡
快

投

御

賄
所
江
も
陀
趨
可
相
届
旨

申
渡
侯虚
'濃
侠
旨
七

人

之
者

共

中之候､
以上

享
保
五
子
年
十
月

廿
二
日

右
子
十
月
廿
二
日
､
大
久
保
佐
渡
守
殿
江
上
候
如

右
は
享
保
三
年
に
任
命
さ
れ
た
七
人
の
餌
鳥
請
負
人
を
更
迭
し
､
後
任
を
新
兵
衛
に
決
定
し
た
こ
と
を
町
奉
行
所
よ
り
御
酒
掛
の
若
年

(18
)

寄
大
久
保
佐
渡
守
へ
上
申
し
た
享
保
五
年
十
月
の
史
料
で
あ
る
.
交
代
理
由
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
が
､
｢餌
乃
屋
共
御
用
差
支
勤

(19
)

方
不
宜
侯
｣
と
い
う
よ
う
に
､
御
用
の
差
し
支
え
に
あ
っ
た
｡
ま
た
､
跡
訪
負
人
の
決
定
に
際
し
て
は
､
｢鳥
問
屋
同
仲
買
之
内
､
其
外

将
軍
の
鷹
狩
と
江
戸
の
点
間
屋

八
九
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(
加
)

こ
茂
身
元
宜
敷
御
用
実
妹
こ
可
相
勤
者
｣
を
対
象
と
し
て
､
餌
鳥
請
負
人
の
募
集
が
あ
っ
た
と
い
う

｡

こ
の
結
果
と
し
て
新
兵
衛
が
'
選

出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る

(享
保
六
年
九
月
に
は
､
新
兵
衛
の
死
去
に
伴
い
倖
五
郎
左
衛
門
が
跡
を
継
い
で
い
る
)｡

ま
ず
'
右
か
ら
最
初
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
点
は
､
享
保
五
年
四
月
､
鳥
問
屋
の
軒
数
制
限
が
解
除
さ
れ
'
鳥
商
売

へ
の
参
入
は
自
由

と
な
っ
た
が
'
町
方
餌
鳥
請
負
人
制
は
廃
止
さ
れ
ず
に
存
続
し
て
い
る
点
で
あ
る
0

し
か
も
'
右
の
請
負
人
の
新
規
募
集
で
は
'
鳥
問
屋

･
仲
買
を
候
補
者
と
し
て

一
応
念
頭
に
置
-
も
の
の
'
そ
れ
以
外
に
も
対
象
を
広

げ
て
お
-
'
生
鳥
取
扱
い
に
関
す
る
技
能
を
必
ず
し
も
不
可
欠
な
条
件
と
は
し
て
い
な
い
｡
こ
れ
は
餌
鳥
請
負
の
仕
事
が
シ
ス
テ
ム
化
し
､

請
負
人
自
ら
が
技
能
を
有
す
る
こ
と
な
く
御
用
遂
行
が
可
能
な
段
階
に
至
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
｡
結
果
的
に
は
鳥
商
売
人
の

採
用
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
､
右
の
よ
う
な
幕
府
の
公
募
基
準
か
ら
は
､
町
方
請
負
人
に
よ
る
餌
鳥
の
上
納
体
制
が
餌
鳥
確
保
の
上
で

も
不
可
欠
な
も
の
と
な
り
始
め
た
こ
と
を
物
語
る
と
い
え
る
｡
餌
鳥
請
負
を
支
援
す
る
た
め
の
拝
領
屋
敷
の
貸
与
が
こ
の
時
か
ら
始
ま
る

こ
と
も
傍
証
と
な
ろ
う
｡

ま
た
'
史
料
か
ら
は
､
餌
鳥
請
負
人
の
御
用
が

｢常
御
用
｣
と

｢野
先
御
用
｣
と
い
う
二
つ
の
御
用
か
ら
な
っ
て
い
た
こ
と
も
確
認
で

き
る
｡
常
御
用
と
は
'
餌
鳥
を
幕
府
の
鷹
部
屋
へ
納
め
る
御
用
で
あ
り
､
野
先
御
用
は
野
先
で
の
鷹
の
調
教
の
折
に
'
そ
の
出
先
に
餌
鳥

を
供
給
す
る
も
の
で
あ
る
｡
野
先
御
用
の
場
合
に
は
'
運
送
の
た
め
の
人
足
代
な
ど
も
餌
鳥
請
負
人
が
負
担
し
て
お
り
､
餌
鳥
供
給
全
体

に
お
け
る
請
負
人
の
位
置
は
次
第
に
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
｡

そ
し
て
､
享
保
七
年
十
月
に
は
並
立
し
て
き
た
公
儀
餌
差
が
廃
止
さ
れ
'
町
方
の
餌
鳥
請
負
人
に
全
面
的
に
依
拠
す
る
体
制
が
成
立
す

る
の
で
あ
る
｡



糾

公
儀
餌
差
の
廃
止
と
餌
鳥
請
負
人
制

こ
こ
で
は
'
公
儀
餌
差
の
廃
止
と
､
そ
れ
に
伴
う
町
方
餌
鳥
請
負
人
別
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
｡
な
お
､
餌
鳥
請
負
の

検
討
に
比
重
が
置
か
れ
､
江
戸
の
鳥
問
屋
を
検
討
対
象
と
し
た
当
初
の
目
的
か
ら
外
れ
て
い
る
と
の
感
も
あ
ろ
う
が
'
岡
瓜

･
水
鳥
問
屋

は
'
ま
さ
に
餌
鳥
請
負
人
制
の
動
向
と
の
関
わ
り
で
成
立
す
る
た
め
､
い
ま
し
ば
ら
く
餌
鳥
請
負
人
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
た
い
｡

公
儀
餌
差
は
周
知
の
よ
う
に
享
保
七
年

(
1
七
l≡
)
に
役
職
そ
の
も
の
が
廃
止
と
な
り
､
餌
点
の
調
達
は
町
方
の
試
負
人
に

l
元
化

(21
)

す
る
｡
従
来
は
町
方
餌
鳥
請
負
人
の
成
立
を
こ
の
段
階
に
求
め
る
論
稲
が

一
般
的
で
あ
っ
た
が
'
こ
れ
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
既
に
明
ら

か
で
あ
り
､
享
保
三
年
に
は
公
儀
餌
差
と
町
方
餌
鳥
請
負
人
が
並
立
す
る
形
と
な
り
'
享
保
五
年
頃
に
は
町
方
餌
鳥
請
負
人
が
主
要
な
存

在
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
｡

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
､
公
儀
餌
差
の
廃
止
要
因
は
､
す
で
に
享
保
三
年
段
階
に
発
生
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
の
原
因
に
は
餌
差

の
不
正
や
､
餌
鳥
の
安
定
的
供
給
､
餌
鳥
値
段
な
ど
の
問
超
が
絡
ん
で
い
た
と
見
ら
れ
る
が
､
な
か
で
も
餌
差
の
不
正

(村
人
へ
の
鮮
応

の
強
制
'
鳥
類
の
不
正
揃
位
な
ど
)
は
'
盗
鳥
の
問
題
と
同
様
､
将
軍
を
頂
点
と
す
る
鷹
を
め
ぐ
る
諸
偽
札
そ
の
も
の
の
存
続
を
否
定
し
兼

ね
な
い
も
の
で
あ
り
､
不
正
を
犯
し
た
当
人
の
処
罰
で
'
こ
と
が
済
む
性
格
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
｡
も
ち
ろ
ん
'
不
正
行
為
か
ら
大

名

･
村
方
に
反
発
の
意
識
が
惹
起
す
る
な
ら
ば
､
礼
的
秩
序
の
構
築
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
'
将
軍
の
権
威
そ
の
も
の
に
伽
が
付
く
こ
と
に

な
る
｡
そ
の
た
め
大
名
屋
敷
で
の
餌
点
描
粒
時
の
留
意
事
項
を
示
し
た
享
保
五
年
十
月
の
党
杏
の
な
か
に
も

｢惣
て
批
成
儀
'
戎
権
威
か

(;H

ま
し
き
様
子
も
侯
ハ
,
'
無
遠
慮
早
々
御
鵜
匠
頭
迄
可
被
申
届
快
事

｣と､
不
正
行
為
を
行
う
も
の
や
権
威
を
絹
に
す
る
も
の
の
取
締
り

に
注
意
を
払
っ
て
い
る

｡
ま
た

､
翌
年
九
月
に
は

餌差の活
動
範

囲
を
関八
州
に
限
定

して
'
こ
れ
を
越
え
るこ
と
が

あれ
ば

｢召
捕｣

(R)

え
る
こ
と
を
指
示
し
て

い
る｡
地
域
を
限
定
す
る

ことに
よ
り
､
餌
差
の村
々
に
対
す

るねだ
り
や
不
正
が
際
限無
く

広が
る
こ
と
を
阻

止
し
た
も
の
と
考
え
る

こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
｡

将
軍
の
鷹
狩
と
江
戸
の
烏
問
屋
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ま
た
､
公
儀
餌
差
の
不
正
に
関
わ
っ
て
注
意
す
べ
き
は
'
偽
餌
差
発
生
の
問
題
で
あ
る
｡
偽
餌
差
が
相
当
数
発
生
し
て
い
た
こ
と
は
'

(24
)

頻
繁
に
見
ら
れ
る
取
締
り
な
ど
の
存
在
か
ら
も
確
認
で
き
る
o
不
正
の
内
容
は
'
前
述
の
ご
と
く
村
人
へ
の
響
応
の
強
制
や
'
不
正
な
鳥

類
捕
獲
な
ど
で
あ
っ
た
が
､
重
要
な
点
は
'
そ
う
し
た
不
正
を
可
能
に
す
る
何
か
を
餌
差
達
が
有
し
て
い
た
点
で
あ
る
｡
そ
し
て
'
そ
の

根
源
と
は
将
軍
が
所
持
す
る
席
の
餌
鳥
を
確
保
す
る
と
い
う
仕
事
の
内
容
に
発
し
て
い
る
と
見
て
間
違
い
な
い
O
い
う
な
れ
ば
将
軍
の
権

威
を
利
用
し
て
偽
餌
差
が
発
生
し
た
わ
け
で
あ
る
｡

し
た
が
っ
て
'
そ
れ
は
盗
鳥
の
場
合
と
同
様
に
将
軍
の
権
威
を
傷
つ
け
､
鷹
を
め
ぐ
る
礼
的
秩
序
の
構
築
を
意
図
す
る
幕
府
に
と
っ
て

障
害
に
な
っ
て
い
た
｡
し
か
も
､
餌
差
を
幕
府
役
人
が
勤
め
る
状
況
で
は
取
締
り
も
難
し
く
'
抜
本
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡

享
保
七
年
'
公
儀
餌
差
が
廃
止
さ
れ
､
町
方
の
餌
鳥
請
負
人
が
全
面
的
に
餌
鳥
を
確
保
す
る
体
制
は
'
こ
う
し
た
状
況
か
ら
導
入
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

な
お
'
鷹
は
江
戸
の
大
名
屋
敷
で
も
飼
わ
れ
て
お
り
'
そ
こ
で
も
餌
鳥
調
達
が
必
要
で
あ
っ
た
が
'
町
方
餌
鳥
請
負
人
の
成
立
に
伴
い
'

各
藩
が
独
自
の
餌
鳥
捕
獲
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
認
め
ら
れ
ず
､
必
要
と
す
る
餌
鳥
は
す
べ
て
町
方
餌
鳥
請
負
人
が

(25
)

供
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
つ
ま
り
'
餌
鳥
請
負
人
は
江
戸
の
領
主
層
共
有
の
存
在
と
し
て
の
性
格
も
有
し
た
の
で
あ
る
｡
公
儀
餌
差
の

活
動
が
幕
府
の
餌
鳥
確
保
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
'
餌
鳥
請
負
人
は
単
な
る
公
儀
餌
差
の
代
替
で
は
な
く
'

一
面
で
は
そ
の
機

能
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
存
在
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
｡
そ
し
て
'
餌
鳥
請
負
人
に
餌
鳥
供
給
を

一
元
化
す
る
右
の
措
置
も
､
盗
鳥
や
餌

差
に
よ
る
不
正
の
防
止
に
発
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
｡

と
こ
ろ
で
'
享
保
七
年
の
餌
鳥
請
負
人
制
の
導
入
に
は
'
先
に
示
し
た
よ
う
に
財
政
的
な
問
題
と
も
関
係
し
て
安
価
な
値
段
で
安
定
的

に
調
達
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
の
点
に
関
わ
り
二
･
三
の
点
に
つ
い
て
付
記
し
て
お
き
た
い
｡

一
つ
は
餌
鳥
調
達
を
町
方
の
請
負
人
へ
一
元
化
す
る
に
際
し
て
'
請
負
人
を
新
規
に
公
募
し
た
こ
と
に
関
連
す
る
｡
公
募
理
由
は
享
保



五
年
以
来
､

一
人
で
餌
鳥
請
負
人
を
勤
め
た
新
兵
衛
と
件
五
郎
左
術
門
に
よ
る
餌
鳥
価
格
が
高
位
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
｡
公
募
に
際
し
て

幕
府
が
示
し
た
請
負
条
件
は
､
当
座
の
資
金
二
〇
〇
両
の
前
貸
､
餌
鳥
代
金
の
前
渡
し

(ニ
ケ
月
毎
)､
屋
敷
地
二
箇
所
の
貸
与

(
一
箇
所

へ26
)

は
役
地
)､
ま
た
'
餌
鳥
札

(焼
印
札
)
三
〇
〇
枚
の
貸
与
で
あ
っ
た

｡

入
札
参
加
者
は
多
数
あ
り
､
吟
味
の
上
､
金

一
両
に
雀
三
八
〇
羽
を
条
件
と
し
た
新
右
衛
門
町
太
兵
衛
店
次
兵
衛
'
小
石
川
冨
坂
新
町

家
主
平
兵
衛
､
同
所
下
冨
坂
町
家
主
利
右
街
門
､
同
町
家
主
三
郎
兵
衛
､
同
町
七
郎
右
街
門
店
半
九
郎
､
同
町
六
郎
兵
術
店
佐
兵
衛
'
同

(27
)

町
家
主
構
兵
衛
と
､
従
来
勤
め
て
き
た
五
郎
左
衛
門
の
合
計
八
人
が
採
用
と
な
っ
た
o
な
お
､
当
該
期
､
餌
鳥
は
請
負
人
か
ら
直
接
幕
府

の
鷹
部
屋
に
納
め
る
形
､
す
な
わ
ち
､
殺
生
人

(糾
差
)
I
餌
鳥
請
負
人
-
鷹
部
屋
と
い
う
上
納
形
態
に
変
更
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る

(変
更
と
な
っ
た
年
次
は
不
明
)0

し
か
し
'
翌
享
保
八
年
､
右
の
八
人
の
も
の
は
御
用
を
勤
め
兼
ね
る
こ
と
を
理
由
に
'
種
々
の
願
い
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
頼
繁
と
な

っ
た
た
め
､
幕
府
は
も
う

1
組
請
負
人
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
､
奴
争
の
論
理
の
串
人
に
よ
っ
て
､
不
満
を
押
え
込
も
う
と
し
た
.
こ
の
時

採
用
さ
れ
た
も
の
を
新
請
負
人

(浅
草
阿
部
川
町
家
主
七
兵
術
､
同
所
同
町
家
主
清
兵
衛
､
同
所
幸
町
西
光
寺
門
前
久
兵
衛
)
と
呼
び
'
先
の
八
人

3岬
凸

を
古
請
負
人
と
呼
ぶ

｡

と
こ
ろ
が
､
同
年
五
月
に
は
'
古
請
負
人
の
う
ち
五
郎
左
術
門

･
次
兵
衛

･
平
兵
術
が
勤
め
兼
ね
る
こ
と
を
理
由
に
種
々
不
持
な
こ
と

U暇
E

を
願
い
上
げ
､
牢
合
に
処
さ
れ
'
請
負
か
ら
外
さ
れ
た
｡
こ
の
後
も
こ
う
し
た
処
罰
は
郷
繁
に
見
ら
れ

'

必
ず
し
も
餌
鳥
請
負
人
が
安
定

し
て
い
た
わ
け
で
な
い
｡

そ
こ
で
'
当
時
の
餌
鳥
調
達
数
を
確
認
す
る
な
ら
ば
､
享
保
八
年
次
に
幕
府
は
'
年
間
の
餌
鳥
代
金
と
し
て
金

一
八
二
〇
両
を
予
定
し

(∽
)

て
い
る

｡

1
両
に
つ
き
雀
二
五
〇
羽
の
割
合
で
計
算
す
れ
ば
､
年
間
に
買
い
上
げ
ら
れ
る
雀
の
数
は
四
五
万
五
〇
〇
〇
羽
で
あ
り
､

1
ケ

月
で
は
三
万
八
〇
〇
〇
羽
'

一
日
当
り
は

一
二
六
三
羽
で
あ
る
｡
餌
鳥
鑑
札
は
三
〇
〇
枚
で
あ
る
か
ら
､

一
人
の
餌
差
が

一
か
月
に

一
二

将
軍
の
鷹
狩
と
江
戸
の
鳥
問
屋

九
三
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九
四

六
羽
余
の
鳥
を
納
め
る
こ
と
に
な
る
｡
こ
れ
が
通
年
の
こ
と
と
し
て
あ
る
た
め
'
円
滑
な
運
営
に
は
極
め
て
大
き
な
労
力
を
必
要
と
し
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
｡
享
保
九
年
正
月
に
は
新
請
負
人
の
七
兵
衛

･
活
兵
衛

･
久
兵
衛
が

｢御
用
差
支
｣
か
ら
罷
免
と
な
り
､
三
月
に
小

石
川
伸
町
家
主
重
右
衛
門
'
浅
草
八
軒
町
半
右
衛
門
店
源
右
衛
門
が
替
り
に
採
用
と
な
っ
た
｡
ま
た
'
四
月
に
は
古
請
負
人
に
品
川
宿
又

七
が
加
わ
り
'
十
月
に
は
新
請
負
人
重
石
衛
門

･
源
右
衛
門
の
願
い
に
よ
っ
て
本
両
替
町
伝
五
郎
店
伊
兵
衛
'
瀬
戸
物
町
家
主
太
兵
衛
が

(31
)

相
仕
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
に

｢御
用
差
支
｣
者
の
罷
免
が
続
-
が
'
そ
れ
は
良
好
と
は
い
え
ぬ
請
負
条
件
と
､
そ
の
改
善

要
求
の
結
果
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
｡
多
-
が
鳥
商
売
人
出
身
と
見
ら
れ
る
請
負
人
は
､
鳥
商
売
へ
の
規
制
が
強
ま
る
な
か
で
､
横
棒
的

に
餌
鳥
請
負
に
関
っ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
｡
そ
し
て
'
こ
う
し
た
動
向
の
な
か
で
､
岡
鳥

･
水
鳥
問
屋
も
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
｡

本
章
で
の
検
討
か
ら
鷹
狩
の
再
興
に
伴
う
江
戸
の
鳥
商
売
を
め
ぐ
る
動
向
'
ま
た
､
野
鳥
を
め
ぐ
る
動
向
の
1
端
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
｡
時
限
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
'
江
戸
の
鳥
商
売
を
鳥
問
屋

一
〇
軒
の
み
と
す
る
処
置
'
鳥
商
売
人
を
町
方
餌
鳥
請
負
人
と
す
る
措

置
､
鳥
類
の
捕
獲

･
利
用
制
限
な
ど
江
戸
で
鳥
類
取
引
を
行
う
も
の
は
大
き
な
制
限
の
も
と
に
置
か
れ
た
｡
享
保
三

･
五

･
七
年
と
'
そ

の
あ
り
方
に
変
化
が
見
ら
れ
る
も
の
の
､
将
軍
権
威
を
誇
示
す
る
装
置
と
し
て
再
興
さ
れ
た
鷹
を
め
ぐ
る
諸
儀
礼
を
確
立
さ
せ
る
た
め
'

そ
の
規
制
は

一
貫
し
て
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
｡
鳥
商
売
や
野
鳥
の
社
会
的
政
治
的
な
位
置
は
大
き
-
改
変
さ
れ
､
新
し
い
体

制
の
中
で
次
第
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
.
盗
鳥

･
偽
餌
差

･
餌
差
の
不
正
な
ど
の
問
題
は
'
そ
う
し
た
な
か
で
解
決
す
べ
き
当
然
の
問
題

と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
と
い
え
る
｡
そ
し
て
'
餌
鳥
請
負
制
は
請
負
人
の
積
極
的
な
働
き
か
け
も
あ
-
､
さ
ら
に
整
備
が
進
め
ら
れ
'

岡
鳥

･
水
鳥
問
屋
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
は
章
を
改
め
検
討
し
て
行
き
た
い
｡



二

岡
鳥
問
屋

･
水
鳥
問
屋
の
組
織
化
と
そ
の
意
義

町
方
餌
鳥
請
負
人
へ
の
餌
鳥
業
務
の
一
元
化
と
､
そ
の
も
と
で
の
請
負
人
の
積
極
的
な
業
務
改
脊
要
求
に
よ
-
､
享
保
十
年

二
七
二

五
)
に
同
点
問
屋
'
水
鳥
問
屋
が
成
立
す
る
と
い
う
見
通
し
を
前
章
で
指
摘
し
た
｡
あ
ら
か
じ
め
同
年
の
改
変
の
主
要
な
点
を
挙
げ
る
な

ら
ば
t

H江
戸
に
お
け
る
鳥
商
売
人
が
'
水
鳥
問
屋
と
同
点
問
屋
に
大
き
-
二
分
さ
れ
た
こ
と
､

榊そ
の
軒
数
が
水
鳥
問
屋
六
軒
､
岡
鳥

問
屋
八
軒
に
限
ら
れ
､
他
の
仲
買

･
小
売

･
脇
売
な
ど
は
廃
業
に
至
っ
た
こ
と
'

糾問
鳥
問
屋
八
軒
に
は
餌
鳥
請
負
人
八
人
が
任
用
さ
れ

(3

2
)

た
こ
と
な
ど
で
あ

る

｡

い
ず
れ
も
江
戸
に
お
け
る
鳥
類
の
流
通
シ
ス
テ
ム
と
い
う
点
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
､
幕
府
の
対
応
'
餌
点
確
保

な
ど
の
面
で
も
注
目
す
べ
き
点
は
多
い
｡

以
下
で
は
､
同
点
問
屋

･
水
鳥
関
屋
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
､
そ
の
成
立
と
枚
能
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
｡
そ
の
際
留
志
し
た
い
点

は
餌
鳥
請
負
人
へ
の
岡
鳥
商
い
機
能
の
付
与

(
=

岡
鳥
問
屋
の
成
立
)
に
と
も
な
い
､
開
通
す
る
他
の
組
純

･
弘
田
へ
問
題
を
投
げ
か
け
､

そ
の
安
定
化

･
秩
序
化
の
過
程
が
排
除
と
序
列
化
の
過
程
と
し
て
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
｡
こ
う
し
た
問
題
は
唆
味
な
推
測
で
は
な
く
'

具
体
的
な
事
実
の
な
か
で
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
｡

な
お
､
こ
こ
で
い
う
同
点
と
は
'
水
鳥
に
対
す
る
同
月

(
=

｢陸
乃
｣)
で
あ
り
､
具
体
的
に
は
雄
子

･
雲
雀

･
効

･
鷹

･
鳩

･
雀

･
駒

鳥

･
鴬

･
四
十
雀
な
ど
､
そ
の
種
類
は
極
め
て
多
い
O
用
途
は
食
用
､
鑑
賞
用
､
鷹
の
餌
鳥
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
o
水
鳥
は
水
辺
の
鳥
で

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
'
そ
の
多
く
は
渡
り
鳥
で
あ
り
'
季
節
が
限
定
さ
れ
る
.
こ
れ
ら
は

｢冬
瓜
｣
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
多

く
､
雁

･
鴨

･
菱
喰

･
鶴

･
縫

･
白
鳥
な
ど
の
よ
う
に
狩
猟
の
対
象
と
な
る
も
の
が
少
な
く
な
い
｡

将
印
の
鷹
狩
と
江
戸
の
点
間
泣
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御
鷹
の
餌
鳥
請
負
と
岡
鳥

･
水
鳥
問
屋
の
成
立

こ
こ
で
は
'
同
点
問
屋
と
水
鳥
問
屋
へ
の
分
割
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
'
そ
の
う
え
で
成
立
理
由
に
つ
い
て
大
ま
か
な
考
え
を
示

し
て
お
き
た
い
｡

在
々
所
々
御
留
場
こ
て
敦
盗
鳥
候
も
の
有
之
､
江
戸
表
え
差
出
'
毅
に
致
商
売
侯
こ
付
'
今
度
水
鳥
問
屋
六
人
'
同
点
問
屋
八
人
'

別
紙
之
通
相
極
'
其
外
ハ
中
員
を
初
'
脇
店
小
売
之
者
共
迄
'

一
切
鳥
商
売
停
止
侯
問
'
急
度
可
相
守
侯
'
然
上
は
町
々
名
主
'
家

主
共
逐
吟
味
､
書
面
外
之
者
､
鳥
商
売
堅
く
為
仕
間
数
候

右
之
鳥
問
屋
共
方
よ
り
致
吟
味
候
等
こ
申
付
侯
樵
'
其
旨
可
相
心
得
侯
'
外
よ
り
後
日
こ
相
知
候
共
､
当
人
は
勿
論
､
其
所
之
家
主
'

五
人
租
､
名
主
迄
急
皮
可
申
付
侯
'
以
上

巳
正
月

(後
略
)

日
掛
E

右

は

'

享
保
十
年
正
月
十
九
日
'
江
戸
で
の
鳥
商
売
人
を
水
鳥
問
屋
六
軒
､
同
点
問
屋
八
軒
に
限
り
､
仲
買

･
小
売

･
脇
充
な
ど
を
す

べ
て
営
業
停
止
と
す
る
こ
と
を
町
中
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
'
同
時
に
町
方
へ
は
'
不
法
な
鳥
商
売
の
取
締
り
が
指
示
さ
れ
､
見
逃
し

た
場
合
は
町
方
役
人
な
ど
の
責
任
問
題
と
な
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
｡
ま
た
､
違
反
防
止
の
た
め
に
鳥
問
屋
に
よ
る
取
り
調
べ
も
並
行
し

て
行
う
こ
と
な
ど
､
不
正
摘
発
を
厳
重
に
行
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
｡
享
保
五
年
以
降
自
由
参
入
が
認
め
れ
'
勝
手
次
第
と
さ
れ
て

き
た
鳥
商
売
は
'
こ
こ
に
全
く
新
し
い
段
階
を
迎
え
た
と
い
え
よ
う
｡

も
ち
ろ
ん
､
鳥
商
売
を
水
鳥
問
屋
六
軒
'
岡
鳥
問
屋
八
軒
に
限
る
と
い
う
決
定
の
'
実
行
の
度
合
が
問
題
と
な
る
が
'
同
日
付
け
の
町

年
寄
奈
良
尾
か
ら
町
々
名
主
へ
の
申
渡
で
は
､
｢水
鳥
岡
鳥
問
屋
拾
四
人
え
被
仰
付
侯
こ
付
､
唯
今
迄
鳥
商
売
仕
侯
者
持
居
候
鳥
､
今
日

(別
)

よ
り
日
数
五
日
之
内
二
為
売
払
､
以
来
鳥
商
売
為
仕
間
数
旨
被
申
渡
候

｣

と

､
廃
業
と
な
る
鳥
商
売
人
の
手
元
に
あ
る
鳥
は
'
こ
の
正
月

十
九
日
よ
り
五
日
間
と
い
す
極
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
売
り
払
い
､
以
後
の
鳥
商
売
を
禁
じ
て
い
る
｡
当
時
'
対
象
と
な
る
鳥
商
売
人
が



ど
れ
ほ
ど
い
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
､
両
問
屋
以
外
を
廃
業
と
す
る
措
置
は
､
町
名
主
を
通
じ
て
'
早
急
に
､
ま
た
確
実
に
実
行
さ
れ
'

江
戸
の
鳥
商
売
を
極
め
て
少
数
の
鳥
問
屋
が
独
占
す
る
体
制
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
｡

導
入
理
由
に
つ
い
て
は
､
餌
鳥
請
負
人
八
人
す
べ
て
を
岡
鳥
問
屋
に
任
命
L
t
他
を
全
く
加
入
さ
せ
て
い
な
い
点
に
ま
ず
注
目
し
た
い
｡

こ
の
餌
鳥
請
負
人
に
岡
鳥
問
屋
を
兼
職
さ
せ
る
状
態
は
'
そ
の
後
も
基
本
的
に
変
わ
る
こ
と
は
な
い
｡
こ
こ
か
ら
は
岡
鳥
問
屋
の
設
定
が

町
方
餌
鳥
請
負
人
に
対
す
る
方
策
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
こ
と
を
示
唆
さ
せ
る
｡
こ
の
理
由
を
明
確
に
示
す
史
料
は
確
認
で
き
な
い
が
'
餌

鳥
請
負
人
が
独
占
し
て
同
点
商
売
を
兼
ね
る
こ
と
に
よ
り
､
収
入
の
機
会
が
多
様
化
し
経
営
の
安
定
化
に
繋
が
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
｡

ま
た
'
餌
鳥
請
負
人
が
水
鳥
で
は
な
く
'
岡
鳥
を
扱
う
点
か
ら
は
､
こ
の
措
置
が
餌
鳥
確
保
の
問
超
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
見
て

よ
か
ろ
う
｡
す
な
わ
ち
'
餌
鳥
が
不
足
し
た
場
合
は
､
商
売
用
の
同
点
の
利
用
や
そ
こ
で
の
脆
荷
シ
ス
テ
ム
の
利
用
も
可
能
と
な
る
わ
け

】税
爪

で
あ
り

'

餌
鳥
請
負
機
能
の
強
化
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
.
さ
ら
に
､
岡
鳥
全
体
を
掌
握
し
､
盗
烏
な
ど
の
不
正
行
為
を

取
締
ま
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
｡

以
上
の
よ
う
な
位
置
を
得
る
こ
と
に
よ
り
､
餌
鳥
請
負
人

(岡
点
間
以
)
は
岡
鳥
お
よ
び
岡
鳥
関
係
の
組
級
に
対
し
て
､
優
越
的
で
支

配
的
な
立
場
を
築
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
｡
彼
ら
の
政
治
的
社
会
的
地
位
'
そ
の
権
限
は
極
め
て
大
き
な
も
の
に
な
っ
た
と
い
え
る
｡

こ
れ
に
対
し
て
水
鳥
問
屋
は
､
鳥
商
売
人
が
そ
れ
ま
で
持
っ
て
い
た
岡
点
の
取
り
扱
い
権
限
を
奪
わ
れ
る
形
で
成
立
し
た
問
屋
で
あ
り
､

取
引
き
商
品
が
水
鳥
の
み
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
何
ら
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
｡
こ
う
し
た
点
か
ら
も
血
問
屋
の
二
分
割
は
､
節

1
に
餌
鳥
請

負
人
対
策
と
し
て
創
出
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
が
､
水
鳥
問
屋
は
T
単
に
岡
鳥
を
扱
え
な
く
な
っ
た
従
来
通
り
の
鳥
問
屋
と
い
う
性
格
の
.

も
の
で
は
な
か
っ
た
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
｡

ま
た
'
両
問
屋
の
成
立
が
餌
鳥
請
負
や
盗
鳥
問
題
に
発
し
て
い
る
点
に
留
意
す
る
な
ら
ば
'
そ
も
そ
も
の
発
端
が
放
鷹
制
の
再
興
に
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡
放
勝
利
に
伴
う
御
鷹
の
餌
鳥
の
調
達
の
あ
り
方
な
ど
が
､
鳥
商
売
人
の
存
在
を
規
定
し
て
い
た
と
い
え
る
｡

将
軍
の
鷹
狩
と
江
戸
の
鳥
問
屋

九
七



史
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そ
れ
は
排
除
と
特
権
が
'
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
同
意
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

九
八

榊

岡
鳥
問
屋
の
成
立
と
飼
鳥
屋

こ
こ
で
は
両
鳥
問
屋
の
機
能

･
役
割
が
確
立
す
る
過
程
で
諸
集
団
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
-
の
か
､
新
規
の
集

団
の
成
立
に
伴
う
そ
の
影
響
を
具
体
的
に
検
討
し
'
改
革
の
意
義
と
影
響
の
質
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
｡
対
象
と
す
る
集
団
に
は
'
愛

玩
用
の
小
鳥
を
扱

っ
た
飼
鳥
屋
を
取
り
上
げ
た
い
｡

町
中
惣
名
主
中
江
申
渡

飼
鳥
商
売
之
儀
只
今
迄
之
通
先
商
売
不
昔
侯
段
先
達
而
申
渡
侯
得
共
､
飼
鳥
茂
同
点
之
内
こ
侯
間
､
同
点
問
屋
八
人
之
者
計
引
請
保

革
こ
侯
'
依
之
只
今
迄
之
通
飼
鳥
屋
共
上
方
井
在
々
よ
り
直
荷
引
請
侯
俵
不
罷
成
侯
'
岡
鳥
問
屋
共
よ
り
買
請
侯
而
商
売
致
侯
儀
者

勝
手
次
第
之
事
こ
侯
問
､
此
段
支
配
之
飼
鳥
屋
江
急
度
可
申
渡
侯
､
且
又
唯
今
飼
鳥
屋
共
致
所
持
侯
飼
鳥
之
品
書

･
月
数
書
致
し
差

出
侯
様
こ
是
又
可
申
渡
侯
､
尤
支
配
内
こ
飼
鳥
屋
無
之
侯
ハ
､
､
其
断
月
行
事
可
申
出
侯

享
保
十
巳
年
正
月

(36
)

町
奉
行
所
か
ら
町
々
惣
名
主
へ
の
右
の
申
渡
は

､

飼
鳥
屋
の
直
荷
引
講
を
禁
止
し
､
同
点
問
屋
八
人
が
飼
鳥
を
荷
受
け
し
､
そ
れ
を
飼

鳥
屋

へ
売
り
付
け
る
形
へ
移
行
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
｡
従
来
'
飼
鳥
屋
は
商
売
用
の
飼
鳥
を
上
方
や
近
在
の
国
々
か
ら
取

り
寄
せ
て
い
た
が
'
飼
鳥
も
同
点
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
'
右
の
措
置
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
こ
う
し
た
措
置
は
､
文
頭
に

｢飼
鳥
商
売
之
俵
只
今
迄
之
通
先
商
売
不
苦
候
段
先
達
而
申
渡
侯
得
共
｣
と
見
え
る
よ
う
に
､

当
初
よ
り
用
意
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
､
急
速
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
｡
変
更
は
同
点
問
屋
が
自
己
の
権
益
を
確
固
た
る
も
の
と
す

る
た
め
に
'
主
体
的
に
飼
鳥
屋
の
位
置
付
け
に
関
わ

っ
た
結
果
と
い
え
る
｡
史
料
に
見
え
る

｢飼
鳥
茂
岡
鳥
之
内
二
俣
｣
と
は
'
岡
鳥
問



屋
自
ら
が
幕
府

へ
訴
え
た
言
い
分
と
見
て
よ
か
ろ
う
｡
成
立
し
た
ば
か
り
の
同
点
問
屋
が
'
す
ぐ
さ
ま
自
己
主
張
を
始
め
た
と
み
る
こ
と

も
で
き
る
が
､
こ
う
し
た
素
早
い
対
処
か
ら
は
'
岡
鳥
問
屋
の
成
立
そ
の
も
の
へ
の
餌
鳥
請
負
人
の
探
い
関
わ
り
を
感
じ
さ
せ
ず
に
は
置

か
な
い
｡
餌
鳥
請
負
人
に
よ
る
幕
府

へ
の
働
き
か
け
が
'
同
点

･
水
鳥
両
問
屋
の
成
立
を
も
た
ら
し
た
可
能
性
が
極
め
て
商
い
の
で
あ
る
｡

し
か
も
､
右
の
措
置
は
､
飼
鳥
商
人
と
の
合
意
の
上
で
の
実
施
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
､
事
が
公
示
さ
れ
た
後
に
争
論
を
引
き
起
こ
す

こ
と
に
な
っ
た
｡
同
点
問
屋
の
仲
買

･
小
売
的
な
位
置
に
置
か
れ
る
と
い
う
状
況
に
､
飼
鳥
商
人
は
扱
う
鳥
が
食
用
で
は
な
く
'
愛
玩
用

の
い
わ
ゆ
る
ペ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
､
あ
-
ま
で
独
立
し
た
位
置
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
っ
た
｡
訴
訟
時
の
次
の
史
料
の

分
析
を
通
じ
て
'
同
点
問
屋
成
立
前
後
に
お
け
る
餌
鳥
屋
の
存
在
形
態
を
さ
ら
に
具
体
的
に
示
し
た
い
｡

享
保
十
巳
年
二
月
廿
七
日
御
内
寄
合
二
而
大
岡
越
前
守
様
飼
鳥
屋
共
江
被
仰
渡
之
党

抗
田
町
弐
丁
目
家
主

下
t=坂
町
六
郎
兵
術
店

幻
田
町
壱
丁
目
六
右
街
門
店

山
下
町
久
兵
術
店

治
右
街
門

助

兵

衛

七
郎
兵
衛

平

兵

術

右
四
人
者
京
都

･
大
坂

･
奈
良
郡
山
よ
り
左
之
小
鳥
共
直
受
致
来
峡
間
'
唯
今
迄
之
通
直
引
受
､
同
点
問
屋
八
人
よ
り
故
を
論
商

売
任
侠
様
被
仰
渡
候

右
小
鳥

1
､
三
光
鴬
引
鳥

一
'
奈
良
下
鴬

一
'
嶋
こ
ま

1
'
三
光
鴬

一
､
芳
野
こ
ま
鳥

一
'
野
こ
ま

将
軍
の
鷹
狩
と
江
戸
の
点
関
屋



史
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一
'
小
つ
は
め

此
外
唐
鳥
類

二

三
山
ほ
う
自

神
田
旅
篭
町
小
右
街
門
店
五
郎
兵
衛

右
者
唯
今
迄
日
光

･
秩
父
よ
り
飼
小
鳥
直
荷
物
引
受
来
り
侯
間
､
唯
今
迄
之
通
直
引
受
度
願
申
出
侯
得
共
､
此
儀
者
願
之
通
二
者

姓
被
仰
付
侯
問
'
同
点
問
屋
八
人
之
者
共
方
よ
り
買
受
'
直
荷
者

一
切
引
受
間
数
旨
被
仰
渡
侯

神
田
隅
町
喜
兵
衛
店
吉
右
衛
門

右
者
駿
州

･
信
州
よ
り
鵠
直
荷
物
引
受
来
り
侯
問
'
唯
今
迄
之
通
仕
度
段
相
願
候
得
共
､
直
荷
者
引
受
中
間
数
段
前
書
之
通
被
仰

渡
候

1

鷹
屋

一

鶏
屋

上
冨
坂
町
家
守
庄
右
衛
門

同
町
家
守
伊

兵

衛

中
富
坂
町
家
守
金

兵

衛

桜
田
伏
見
町
庄
入
店
十

三

郎

加
豹
町
左
兵
衛
店
三

太

夫

同
町
半
七
店
半
左
衛
門

中
富
坂
町
家
主
金

兵

衛

右
直
荷
請
申
開
敷
侯
段
前
書
之
通
り
被
仰
渡
侯

外
四
拾
三
人

右
之
者
共
著
､
唯
今
迄
も
直
荷
引
受
不
申
､
御
当
地
飼
鳥
屋
共
方
二
両
買
請
致
商
売
候
由
'
此
以
後
も
弥
直
荷
引
受
不
申
'
御
当
地



岡
鳥
問
屋
共
方
こ
而
買
請
致
商
売
侯
俵
勝
手
次
第
被
仰
渡
侯

(I...I
:年
)

巳

二

月

廿
七
日

右
之
通
落
着
相
済
候
段
､
享
保
十
巳
年
三
月
朔
日
奈
良
屋
御
役
所
よ
り
同
点
問
屋
八
人
江
被
仰
渡
峡
部

(37
)

右
は
'
飼
鳥
屋
か
ら
の
訴
え
に
町
奉
行
所
が
裁
決
を
行
い
､
そ
の
結
果
を
町
年
寄
奈
良
屋
が
岡
鳥
問
屋
へ
伝
え
た
も
の
で
あ
る
｡
結
果

は
独
立
を
貫
こ
う
と
す
る
飼
鳥
屋
の
主
張
が
退
け
ら
れ
､
飼
鳥
屋
を
自
分
の
管
理
下
に
匿
こ
う
と
す
る
岡
鬼
問
屋
の
要
求
が
採
用
さ
れ
て

い

る

｡
右
か
ら
飼
鳥
屋
の
存
在
形
態
を
確
認
す
る
な
ら
ば
､
当
時
'
飼
鳥
屋
は
､
産
地
か
ら
仕
入
れ
も
行
う
も
の
と
､
そ
れ
を
買
い
請
け
て
商

売
を
行
な
う
も
の
と
い
う
二
つ
の
業
態
か
ら
な
っ
て
い
た
｡
産
地
か
ら
直
荷
引
受
を
行
な
う
飼
鳥
屋
は
､
京

･
大
坂

･
奈
良
方
面
か
ら
仕

入
れ
を
行
な
う
四
人
､
日
光

･
秩
父
方
面
か
ら
仕
入
れ
を
行
な
う
も
の
1
人
､
駿
州

･
信
州
か
ら
カ
を
仕
入
れ
る
も
の
1
人
'
そ
し
て
鷹

を
仕
入
れ
る
も
の
三
人
'
鶏
を
仕
入
れ
る
も
の
三
人
で
あ
っ
た
｡
い
っ
ぼ
う
'
自
ら
仕
入
れ
を
行
な
わ
ず
'
右
の
飼
鳥
屋
か
ら
只
い
付
け

3軒
E

て
商
売
す
る
も
の
が
四
四
人
で
あ
っ
た
｡
全
体
で
は
五
六
軒
で
あ
る

｡

右
か
ら
は
飼
鳥
屋
が
同
点
問
屋
成
立
以
前
､
独
自
の
炎
荷
シ
ス
テ
ム
を
有
L
t
飼
鳥
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
可
能
な
状
態
に
あ
っ
た
と

い
え
る
｡
し
か
も
､
そ
れ
ぞ
れ
が
産
地
を
異
に
し
て
お
り
､
各
自
が
独
自
に
塊
荷
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
た
｡
江
戸
に
入
荷
し
た
品
物

は
､
仕
入
れ
を
行

っ
た

一
二
軒
か
ら
'
小
売
を
行
う
四
四
軒
の
も
の
へ
と
売
却
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
'
江
戸
内
で
の
流
通
シ
ス
テ
ム
も
構

築
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
｡
こ
の
段
階
で
飼
鳥
業
の
も
の
が
同
業
者
組
粒
と
し
て
ど
れ
ほ
ど
結
鍛
し
､
ま
た
､
そ
の
も
と
で
問
屋

･
仲

買

･
小
売
と
い
っ
た
系
列
的
な
流
通
機
構
を
ど
れ
ほ
ど
発
達
さ
せ
て
い
た
も
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
'
問
屋
的
機
能
を
有
す
る
飼
鳥
屋

と
､
そ
こ
か
ら
仕
入
れ
て
商
売
を
行
な
う
小
売
的
な
も
の
が
た
し
か
に
存
在
し
､
独
自
の
流
通
機
構
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡
ま
た
､

飼
鳥
屋
が
流
通
面
で
岡
鳥

･
水
鳥
問
屋
に
つ
な
が
る
よ
う
な
鳥
屋
で
な
か
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
｡

将
輩
の
鷹
狩
と
江
戸
の
良
問
崖



史
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t
〇
二

し
か
し
､
享
保
十
年
の
改
変
に
よ
り
こ
う
し
た
独
自
性
の
維
持
は
不
可
能
と
な
っ
た
｡
京

･
大
坂

･
奈
良
方
面
か
ら
仕
入
れ
を
行
っ
た

四
軒
は
'
仕
入
れ
る
鳥
が
関
東
に
は
見
え
な
い
た
め
仕
入
れ
を
認
め
ら
れ
る
が
'
入
荷
時
に
は
岡
鳥
問
屋
の
改
め
を
必
要
と
し
た
｡
ま
た
､

こ
れ
以
外
の
産
地
か
ら
の
仕
入
れ
は
､
全
-
許
可
さ
れ
ず
'
同
点
問
屋
か
ら
の
仕
入
れ
を
指
示
さ
れ
た
｡
こ
の
結
果
'
飼
鳥
屋
の
関
屋
的

な
機
能
は
大
き
-
制
限
さ
れ
'
そ
の
大
半
が
岡
鳥
問
屋
の
小
売
業
的
な
位
置
に
お
と
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡
問
屋
的
機
能
の
喪
失
に
つ
い

て
は
､
飼
鳥
屋
か
ら
鳥
を
仕
入
れ
て
き
た
小
売
四
四
軒
に
'
以
後
す
べ
て
岡
鳥
問
屋
で
の
仕
入
れ
を
命
じ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
｡

(39
)

そ
し
て
､
実
際
の
流
通
で
は
'
関
東
で
の
商
売
用
の
同
点
捕
獲
は
'
餌
差
に
の
み
認
め
ら
れ
た
権
利
で
あ
り

､

彼
ら
に
よ
っ
て
捕
獲
さ

れ
た
鳥
は
､
す
べ
て
同
点
問
屋

(
-

餌
鳥
請
負
人
)
の
所
へ
一
端
持
ち
出
さ
れ
､
餌
鳥
と
な
る
鳥
が
除
か
れ
､
残
り
の
鳥
が
飼
鳥
屋
の
元

へ
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
岡
鳥

･
水
鳥
問
屋
の
成
立
は
'
鳥
仲
買

･
小
売
の
も
の
の
営
業
停
止
に
止
ま
ら
ず
'
そ
の
周
辺
に
あ
っ
た
業
種
す
ら
も
関

係
付
け
･
小
売
的
､
あ
る
い
は

｢支
G
a

(JS
)Tl
に
置
-
と
い
う
形
で
序
列
化
を
進
め
た
の
で
あ
る
｡
流
通
の
シ
ス
テ
ム
と
い
う
枠
組
を
越
え
,

そ
こ
で
の
関
係
が

｢支
配
｣
と
観
念
さ
れ
る
こ
と
に
､
こ
こ
で
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
岡
鳥
問
屋
の
成
立
に
伴
う
飼
鳥
屋
の
機

能
'
社
会
的
な
位
置
付
け
の
変
化
は
､
単
な
る
流
通
上
の
変
化
で
は
な
く
'
ま
さ
に
身
分
的
な
変
化
を
も
引
き
起
こ
し
た
わ
け
で
あ
る
｡

ま
た
､
そ
う
し
た
状
況
が
岡
鳥
問
屋
の
ケ
ー
ス
に
明
ら
か
な
よ
う
に
彼
ら
の
主
体
的
な
働
き
か
け
に
よ
る
面
が
大
き
か
っ
た
こ
と
に
も
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

両
者
の
具
体
的
な
関
係
が
問
題
と
な
る
が
'
そ
の
一
端
は
'
同
点
問
屋

(餌
鳥
請
負
人
)
が
飼
鳥
屋
の
不
正
取
締
り
を
町
奉
行
所
に
求

(4t
)

め
'
そ
れ
を
受
け
て
町
奉
行
が
飼
鳥
問
屋
に
提
出
さ
せ
た
証
文
な
ど
か
ら
も
判
明
す
る
｡
こ
の
種
の
取
締
り
は
､
元
文
二
年

(
一
七
三
七
)I

宝
暦
四
年

二
七
五
四
)'
同
五
年
､
天
明
七
年

(
一
七
八
七
)
な
ど
に
実
施
さ
れ
た
が
'
そ
こ
で
は
権
利
の
譲
渡
や
住
所
名
前
の
変
更
な

ど
を
'
す
べ
て
岡
鳥
問
屋

(餌
鳥
会
所
)
へ
連
絡
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
'
人
的
な
管
理
を
岡
鳥
問
屋

(餌
鳥
請
負
人
)
が
担
当
し
た
こ



と
も
明
ら
か
で
あ
る
｡
商
品
の
取
り
扱
い
で
は
'
産
地
の
も
の
や
餌
差
と
の
直
取
引
が
禁
止
さ
れ
た
｡
ま
た
'
雀
'
鳩
な
ど
御
鷹
の
餌
鳥

と
な
る
鳥
の
販
売
も
禁
じ
ら
れ
､
武
家
方
の
注
文
が
あ
っ
て
も
餌
鳥
請
負
人
が
行
な
う
こ
と
と
さ
れ
た
｡
飼
鳥
屋
の
活
動
が
餌
鳥
供
給
と

の
関
係
で
規
制
さ
れ
て
お
-
'
通
常
の
活
動
も
こ
の
点
と
の
関
わ
り
で
岡
鳥
問
屋
に
管
理
さ
れ
る
構
図
に
な
っ
て
い
る
｡
い
う
な
れ
ば
両

者
の

｢支
配
｣
関
係
と
は
'
物
流
と
い
う
面
よ
り
も
餌
鳥
の
取
り
扱
い
に
よ
っ
て
妹
介
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
そ
れ
は
幕
府
の
放
鷹
制

が
生
み
だ
し
た
関
係
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
｡

川

水
鳥
問
屋
の
成
立
と
自
立
的
鳥
商
売
の
解
体

水
鳥
問
屋
は
､
そ
の
取
扱
い
品
目
か
ら
判
断
す
る
と
'
鳥
商
売
人
が
そ
れ
ま
で
持
っ
て
い
た
岡
鳥
の
取
扱
い
権
限
を
奪
わ
れ
る
形
で
成

立
し
た
問
屋
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
｡
し
か
し
､
仲
間

･
小
売
な
ど
は
す
べ
て
廃
業
と
な
っ
て
お
-
'
水
鳥
の
集
荷
と
消
珊
者
へ

の
販
売
を
独
占
す
る
存
在
と
し
て
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
｡
そ
の
性
格
は
同
点
問
屋
の
成
立
の
な
か
で
規
定
さ
れ
た
も
の
と
い

え
る
｡
ま
た
､
水
鳥
関
屋
に
は
そ
れ
ま
で
鳥
商
売
人
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
機
能
も
新
規
に
付
与
さ
れ
た
｡
本
節
で
は
'
こ
れ
ら
に
つ
い
て

の
検
討
の
前
提
と
し
て
'
水
鳥
問
屋
の
成
立
過
程
を
他
の
業
種
や
当
該
期
の
水
鳥
商
売
の
あ
り
方
に
留
意
し
な
が
ら
述
べ
て
お
き
た
い
｡

さ
て
､
既
述
の
ご
と
く
岡
鳥
問
屋
八
人
､
水
鳥
問
屋
六
人
は
､
享
保
十
年

(
1
七
二
五
)
正
月
に
決
定
し
た
が
,
左
の
史
翫

よ
れ
ば
､

こ
れ
に
先
立
ち
'
前
年
十
二
月
'
幕
閣
で
は

1
且
､
水
鳥
問
屋
を

1
八
軒

(水
鳥
関
屋
1
七
軒
と
盗
鳥
取
締
り
に
当
た
る
小
域
原
町
小
左
衛
門
)

(43
)

と
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
た
｡
し
か
し
､
公
布
直
前
に

｢放
鳥
問

屋

｣

な

ど
か
ら
訴
え
が
あ
り
､
水
鳥
問
屋
を

一
八
軒
か
ら
六
軒
へ
急

速
大
幅
に
削
減
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
｡
史
料
は
'
巣
鳥
問
屋
の
訴
え
と
､
町
奉
行
に
よ
る
水
鳥
問
屋
候
補
者
の
再
吟
味
を

踏
ま
え
'
再
度
老
中
へ
問
屋
取
り
立
て
を
伺
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
時
の
巣
鳥
問
屋
の
訴
え
や
当
時
の
鳥
商
売
の
状
況
な
ど
の
一
端
が

明
ら
か
と
な
る
｡

将
軍
の
席
狩
と
江
戸
の
点
間
屈



史
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覚

旧
冬
伺
相
済
侯
水
鳥
問
屋
拾
七
人
'
旧
冬
触
書
差
出
シ
'
問
屋
定
之
儀
可
申
渡
と
存
侯
処
'
拾
七
人
之
外
､
巣
鳥
問
屋
共
申
出
候
者
､

今
度
吟
味
有
之
候
鳥

一
式
問
屋
と
申
侯
者
之
内
､
鳥

一
式
問
屋
に
て
無
之
'
中
買
亦
者
魚
商
売
茂
成
兼
､
致
渡
世
侯
者
'
戎
ハ
鳥
問

屋
二
而
候
哉
'
不
在
者
も
有
之
由
申
出
慎
二
付
'
猶
又
吟
味
仕
候
処
､
前
方
致
鳥
問
屋
侯
得
共
'
近
年
不
身
上
こ
付
'
旅
人
方
江
仕

入
金
不
罷
成
'
当
時
鳥
荷
物
不
参
候
者
'
井
在
方
よ
れ
直
こ
引
受
不
申
､
他
江
参
侯
荷
物
ヲ
講
取
致
商
売
､
其
上
自
分
居
宅
者
鳥
商

ひ
売
場
向
寄
悪
敷
'
隣
町
之
者
見
世
を
借
り
致
商
売
､
戎
者
鳥
仕
入
金
在
方
江
遣
置
侯
処
､
当
年
鳥
払
底
こ
付
､
致
魚
漁
候
間
､
右

仕
入
金
之
代
り
'
魚
荷
物
送
り
遣
､
右
魚
者
手
前
二
而
商
売
不
仕
､
外
江
遭
侯
由
申
候
得
共
､
仕
入
金
之
名
前
井
先
達
而
仕
入
金
遣

侯
節
'
荷
主
よ
り
諾
文
ニ
'
魚
鳥
脇
送
り

1
切
仕
間
数
と
の
文
言
有
之
侯
'
然
上
者
魚
商
売
之
仕
入
茂
仕
侯
義
二
両
､
鳥

1
式
之
問

屋
二
両
無
御
座
候
､
依
之
右
紛
敷
分
相
除
'
左
之
も
の
共
計
問
屋
可
申
付
侯

瀬
戸
物
町
家
主

甚

兵

衛

同
町
九
右
衛
門
店

喜

兵

衛

本
小
田
原
町

一
丁
日
善
六
店

七

兵

衛

室
町
弐
丁
目
小
石
衛
門
店

七
左
衛
門

長
浜
町
元
右
衛
門
店

三
郎
兵
衛

右
五
人
之
者
鳥

一
式
之
問
屋
二
而
御
座
候

小
塚
原
町

小
左
衛
門

此
著
者
先
達
而
申
上
侯
通
､
盗
鳥
之
手
筋
存
侯
も
の
故
'
弥
問
屋
二
差
加
江
可
申
侯

合
六
人



右
之
通
､
当
時
六
人
二
両
問
屋
差
支
候
偽
御
座
有
間
数
侯
､
若
人
致
不
足
こ
御
座
候
ハ
,
､
重
而
吟
味
仕
､
人
数
相
増
侯
棟
こ
可
仕

侯
､
旧
冬
中
上
侯
人
数
よ
り
減
少
仕
侯
問
中
上
置
侯
､
以
上

正
月

大
岡
越
前
守

諏
訪
美
濃
守

右
書
付
享
保
十
巳
年
正
月
十
五
日
大
久
保
佐
渡
守
段
江
上
ル

折
上
こ
如
此
承
付

｢古
面
之
通
鳥
問
屋
六
人
二
相
極
､
正
月
十
七
日
上
之
可
申
旨
披

仰
渡
奉
畏
侯
､
以
上

大
岡
越
前
守

諏
訪
美
濃
守
｣

美
浪
守
江
も
正
月
十
七
日
控
迫
ス

右
に
お
い
て
放
鳥
問
屋
は
､
公
布
間
近
か
な
水
鳥
問
屋

一
八
軒
の
う
ち
に
､
水
鳥
問
屋
と
は
断
じ
柾
い
も
の
が
紛
れ
て
お
り
'
｢瓜

1

式
問
屋
｣
を
採
用
基
準
と
し
た
幕
府
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
｡
ま
た
'
史
料
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
が
'
そ
も
そ
も
の
主
張

が
自
分
達
の
存
続
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
｡

い
っ
ぽ
う
､
町
奉
行
で
は
訴
え
か
ら

｢猶
又
吟
味
｣
を
実
施
し
､
そ
の
結
果
'
資
金
雄
か
ら
仕
入
れ
不
能
に
陥
っ
て
る
も
の
､
仲
買
的

な
も
の
､
店
舗
を
他
の
町
に
求
め
営
業
す
る
も
の
な
ど
を
見
つ
け
だ
し
､
ま
た
､
魚
仕
入
れ
の
事
実
な
ど
も
確
認
し
た
｡
こ
れ
ら
は
新
規

の
水
鳥
問
屋
で
は
､
い
ず
れ
も
不
法
行
為
に
あ
た
る
た
め
､
そ
の
ま
ま
指
名
を
強
行
す
る
と
虚
業
と
な
る
馬
面
充
の
も
の
に
も
説
明
の
つ

か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
｡

し
か
し
､
当
時
の
水
鳥
商
売
は
､
そ
の
商
い
鳥
の
中
心
が
冬
鳥
で
あ
り
､
通
年
で
同

T
の
営
業
形
態
を
維
持
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

っ
た
｡
水
鳥
取
引
の
み
に
営
業
形
態
を
特
化
さ
せ
る
こ
と
に
そ
も
そ
も
無
理
が
あ
っ
た
と
い
え
る
｡
経
営
の
多
角
化
こ
そ
が
安
定
を
も
た

将
罪
の
鷹
狩
と
江
戸
の
力
闘
捉

1〇
五



史
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ら
す
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
｡

ま
た
'
鳥
仕
入
れ
の
つ
も
り
が
､
荷
主
か
ら
魚
が
送
付
さ
れ
る
と
の
記
事
も
み
え
る
が
､
こ
こ
か
ら
は
魚
と
鳥
を
扱
う
骨
菜
形
態
が
､

江
戸
の
鳥
商
売
人
の
発
想
と
し
て
の
み
出
て
き
た
の
で
は
な
-
'
捕
獲
者
の
日
常
の
営
み
と
関
連
す
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
｡
背

豊
氏

(44
)

も
指
摘
す
る

よ

う
に
在
方
の
鳥
捕
り
人
は
'
鳥
を
捕
獲
す
る

一
方
で
'
漁
師
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
り
'
江
戸
の
鳥
商
売
人
の

性
格
と
は
､
こ
う
し
た
産
地
の
状
況
に
も
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
ま
た
'
商
人

･
武
家
な
ど
消
費
者
が
'
出
入
の
魚
屋
へ
鳥
納
入

(45
)

を
求
め
る
こ
と
も
広
-
行
わ
れ
て
お
り

'

鳥
と
魚
を

一
緒
に
扱
う
こ
と
を
当
然
視
す
る
状
況
は
'
消
費
者
側
に
も
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
｡

魚
を
扱
う
の
は
､
自
立
的
な
'
そ
し
て
安
定
化
へ
の
方
法
が
そ
こ
に
あ
っ
た
か
ら
と
い
え
る
｡

し
か
し
､
享
保
十
年
の
水
鳥
問
屋
の
成
立
は
'
こ
れ
ら
を
商
う
者
達
の
自
立
的
な
発
展
を
止
揚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
再
吟
味
の
結
果
'

水
鳥
問
屋
の
数
は
､

一
八
軒
か
ら
六
軒

へ
と
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
が
､
こ
れ
は
ま
さ
に
幕
府
が
考
え
る
鳥
商
売
人
の
性
格
を
押
し
付
け
'

そ
れ
を
基
準
に
取
捨
選
択
し
た
結
果
で
あ
る
｡
こ
の
基
準
に
合
致
し
な
い
も
の
は
､
そ
れ
が
自
然
な
発
展
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
と
し
て
も
､

排
除
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
過
程
は
業
務
を
鳥
商
売
に
特
化
さ
せ
る
過
程
と
い
え
る
が
'
い
っ
ほ
う
で
そ
れ
は
安
定
化
を
目
指

し
た
多
角
化
経
営
を
排
除
す
る
行
為
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
､
継
続
を
認
め
ら
れ
た
六
軒
の
も
の
に
し
ろ
業
態
の
変
更
は
不
可
避
で
あ

っ
た
｡
ま
た
'
魚
屋
な
ど
周
辺
域
の
商
売
人
の
業
態
を
規
定
L
t
さ
ら
に
鳥
魚
の
捕
獲
者
の
活
動
や
､
消
費
者
の
慣
行
的
な
購
入
方
法
な

ど
も
変
え
た
と
い
え
る
｡

以
上
の
よ
う
に
同
点
問
屋
が
創
設
さ
れ
る
な
か
で
設
定
さ
れ
た
水
鳥
問
屋
は
'
単
に
岡
鳥
を
扱
え
な
く
な
っ
た
鳥
商
売
人
と
い
う
に
止

ま
ら
ず
､
そ
の
社
会
的
な
位
置
付
け
が
大
き
く
変
化
し
た
と
い
え
る
｡

な
お
'
こ
う
し
た
機
能
の
変
化
に
関
わ
っ
て
も
う

一
点
付
け
加
え
た
い
｡
そ
れ
は
彼
ら
の
商
圏
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
が
'
や
や
時
代

(46
)

は
下
る
が
明
和
四
年

(
一
七
六
七
)
の
商
売
鳥
の
取
扱
い
に
関
す
る
史
料

に

は

｢惣
而
捉
飼
場
内
こ
て
水
鳥
商
売
敦
侯
者
は
'
水
鳥
問
屋



共
よ
り
買
請
可
致
商
売
､
無
印
之
鳥
は
決
て
商
売
仕
間
数
候
｣
と
あ
-
､
捉
飼
場
内
で
の
鳥
商
売
は
江
戸
の
鳥
問
屋
か
ら
の
仕
入
れ
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
た
｡
御
拳
場
も
同
様
の
扱
い
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
｡
よ
っ
て
､
水
鳥
問
屋
の
商
圏
す
ら
も
放
鷹
制
の
復

活
と
の
関
わ
り
で
決
定
し
た
と
い
え
る
｡
水
鳥
問
屋
が
そ
れ
ま
で
の
鳥
商
売
人
と
は
ま
っ
た
く
輿
質
の
も
の
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
は
こ

う
し
た
点
か
ら
も
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
｡

し
か
も
､
水
鳥
問
屋
に
は
､
こ
の
う
え
盗
鳥
の
取
締
り
や
江
戸
城
御
脳
御
用
の
面
で
も
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
.

糾

水
鳥
問
屋
の
取
締
り
機
能

水
鳥
問
屋
は
享
保
十
年

(
一
七
二
五
)
以
降
､
不
正
に
江
戸
に
流
入
す
る
鳥
'
い
わ
ゆ
る
盗
鳥
の
取
締
り
に
従
来
の
鳥
問
屋
以
上
に
探

く
関
係
す
る
こ
と
に
な
る
｡
以
下
､
具
体
的
に
検
討
し
た
い
が
'
そ
の
際
注
意
し
た
い
点
は
'
鳥
問
屋
に
限
ら
ず
江
戸
の
問
屋
は
､
取
締

り
と
ま
で
は
い
か
な
い
ま
で
も
'
自
分
達
の
利
権
が
脅
か
さ
れ
る
場
合
に
は
､
新
規
の
も
の
な
ど
を
訴
え
る
形
で
排
除
行
為
を
繰
り
返
し

て
い
た
こ
と
で
あ
る
｡

そ
こ
に
あ
る
の
は
､
自
由
枕
争
で
は
な
く
､
既
得
権
を
保
持
し
ょ
う
と
す
る
動
き
で
あ
り
'
そ
の
既
得
権
は
自
ら
が
切
り
開
い
た
側
面
､

領
主
権
力
に
保
証
さ
れ
た
面
か
ら
な
る
｡
そ
し
て
､
領
主
か
ら
保
護
を
受
け
る
た
め
に
は
､
領
主
的
な
規
制
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
受
け

入
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
.
し
か
し
､
水
鳥
問
屋
の
益
鳥
取
締
り
へ
の
関
与
と
は
､
こ
う
し
た
姿
か
ら
は
や
や
か
け
離
れ

て
い
る
｡
益
鳥
取
締
り
に
関
わ
っ
て
､
鳥
問
屋
が
判
鑑
作
成
や
餌
鳥
札
の
発
行
に
関
与
し
た
こ
と
は
､
す
で
に
指
摘
し
た
が
､
こ
こ
で
は

水
鳥
問
屋
の
判
鑑
発
行
な
ど
に
止
ま
ら
ぬ
取
締
り
へ
の
関
り
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
｡

ま
ず
'
水
鳥
問
屋
六
人
の
内
の
1
人
に
加
え
ら
れ
た

｢千
住
小
塚
原
町
小
左
衛
門
｣
の
採
用
理
由
に
注
目
し
た
い
｡
町
孝
行
大
岡
ら
か

ら
老
中
へ
の
報
告
に
は
､
｢右
小
左
街
門
偽
近
在
益
鳥
之
手
筋
存
知
､
御
鳥
見
方
以
後
吟
味
之
為
メ
二
宜
峡
間
'
鳥
商
売
人
之
内
え
差
加

将
軍
の
鷹
狩
と
江
戸
の
瓜
関
屋

1
〇
七



史
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(47
)

皮
旨
御
鳥
見
方
よ
り
書
付
差
出
侯
､
小
左
衛
門
義
問
屋
え
指
加
､
相
障
俵
無
御
座
候
間
差
加
申
侯
｣
と
記
さ
れ
て
お
り
'
同
人
は
鳥
商
売

以
上
に
取
締
り
に
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
水
鳥
問
屋
へ
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
｡
小
左
衛
門
は
山
田
屋
小
左
街

門
な
ど
と
も
史
料
に
見
え
て
お
り
'
本
小
田
原
の
本
店
の
他
に
千
住
小
塚
原
に
も
出
店
を
認
め
ら
れ
た
が
'
千
住
は
盗
鳥
取
締
-
の
拠
点

(48
)

と
L
t
鳥
商
売
は
行
っ
て
い
な
い
｡

取
締
り
を
期
待
さ
れ
た
小
左
街
門
の
採
用
は
､
鷹
場
の
維
持
管
理
に
あ
た
る
鳥
見
方
か
ら
の
要
請
で
あ
っ
た
｡
こ
れ
に
先
立
つ
鳥
見
方

と
同
人
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
､
右
か
ら
は
水
鳥
問
屋
の
不
正
取
締
り
が
､
自
ら
の
経
営
の
安
定
と
い
う
理
由
よ
り
も
'
将
軍
の
猟

場
で
あ
る
鷹
揚
の
維
持
管
理
に
発
し
て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
｡

つ
ま
り
'
水
鳥
問
屋
の
取
締
り
へ
の
参
画
は
､
商
い
を
許
可
さ
れ
た
も
の
の
一
種
の
御
用
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

よ
っ
て
'
取
締
り
は
'
小
左
衛
門
の
み
に
期
待
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
｡
翌
年
の
こ
と
に
な
る
が
'
享
保
十

1
年
九
月
に
は
､
水

(4

9
)

鳥
問
屋
に
よ
る
取
締
り
槻
能
に
関
わ
っ
て
次
の
よ
う
な
伺
苔
が
町
奉
行
よ
-
老
中
宛
に
提
出
さ
れ
て
い

る

｡

水
鳥
改
之
儀
こ
付
中
上
侯
書
付

覚

水
鳥
問
屋

六

人

右
問
屋
共
申
出
候
者
､
去
春
よ
り
当
夏
迄
'
従
在
々
水
鳥
出
方
道
筋
口
々
井
端
々
御
当
地
ま
て
相
廻
り
､
吟
味
任
侠
処
､
御
当
地
之

者
共
迄
､
只
今
迄
致
吟
味
方
悉
存
罷
在
候
間
'
当
秋
よ
り
改
方
品
を
替
申
渡
旨
左
之
通
相
伺
申
候

一
'
魚
鳥
荷
物
之
偽
者
箆
之
類
二
人
'
荷
作
之
仕
方
迄
極
､
御
当
地
江
持
参
致
候
､
然
鹿
盗
鳥
荷
作
之
俵
者
､
格
別
こ
麦
式
渋
紙
風

呂
敷
包
､
又
者
柳
こ
り
箱
杯
二
人
'
存
寄
荷
作
り
こ
任
侠
'
途
中
二
両
見
当
り
改
中
皮
程
之
者
も
御
座
候
得
共
､
只
今
迄
ハ
差
控

申
候
､
井
新
書
原
入
口
に
て
も
玉
子
売
'
其
外
難
心
得
風
呂
敷
包
肴
龍
之
類
､
見
当
り
申
侯
節
ハ
'
大
門
口
町
内
二
両
も
改
中
皮



侯
'
此
外
御
当
地
町
は
つ
れ
を
放
'
壱
弐
里
先
迄
も
罷
越
'･

海
辺
船
積
河
岸
上
ケ
之
怪
敷
荷
物
も
可
有
之
哉
､
見
届
申
度
侯

1
'
御
当
地
町
中
ハ
不
及
申
､
端
々
二
面
も
玉
子
屋
肴
屋
之
魚
舟
絶
之
類
､
明
ケ
さ
せ
見
中
皮
伐
､
只
今
迄
も
度
々
有
之
侯
得
共
'

此
等
之
俵
も
相
伺
不
申
候
間
､
致
遠
慮
槌
在
侯
'
右
書
面
之
趣
見
合
次
第
悉
相
改
候
儀
こ
両
者
無
之
'
荷
物
之
抑
'
英
人
気
色
共

こ
疑
敷
在
侯
計
を
相
改
候
様
こ
仕
度
候
､
尤
往
来
之
障
り
､
又
者
商
人
之
障
こ
も
罷
成
申
開
敢
候
､
勿
論
六
人
之
者
召
仕
等
差
出

侯
俵
二
両
無
御
座
､
自
身
相
廻
り
候
間
､
曾
而
権
柄
ケ
間
数
並
､
少
も
不
仕
､
先
々
之
者
二
様
子
申
開
'
荷
物
戎
ハ
入
物
明
ケ
さ

せ
'
見
中
計
二
両
､
六
人
之
着
手
込
こ
任
侠
伐
こ
者
無
之
候
旨
和
郎
山
中
候

右
之
通
問
屋
共
申
出
候
'
手
代
共
計
相
廻
し
改
さ
せ
候
ハ
､
､
先
々
二
両
権
柄
ケ
間
数
伐
も
有
之
､
商
売
之
障
り
こ
も
可
椛
成
候

得
共
､
手
代
ハ
一
切
不
相
廻
､
問
屋
共
計
相
廻
り
候
由
こ
御
座
候
得
者
､
権
柄
ケ
間
数
串
ハ
仕
間
数
候
聞
､
弥
沓
面
之
通
可
申
付

侯
哉
'
奉
伺
侯
､
以
上

(字
促
十
l串
)

九
月

大
岡
越
前
守

諏
訪
美
浪
守

｢只
今
迄
改
ハ
仕
候
待
共
'
書
面
之
通
､
具
二
改
メ
中
皮
段
中
山
侯
二
付
'
中
上
候
処
'

改
快
走
こ
候
ハ
､
勝
手
次
第
可
申
付
旨
被
仰
渡
奉
良
候
､
以
上

牛
九
月

大
岡
越
前
守

諏
訪
美
濃
守
｣

右
番
付
午
九
月
十
六
日
大
久
保
佐
渡
守
殿
江
上
ル
'
同
十
九
日
水
野
和
泉
守
殿
江
上
ル
'
同
廿
七
日
大
岡
些
削
守
よ
り
写
来
ル

右
か
ら
は
､
水
鳥
問
屋
の
具
体
的
な
盗
鳥
取
締
り
方
法
の
一
端
が
明
ら
か
で
あ
る
｡
水
鳥
問
屋
が
享
保
十
年
正
月
に
発
足
し
'
.そ
の
春

か
ら
取
締
り
を
開
始
し
て
い
る
が
､
そ
の
方
法
は
柑
々
か
ら
の
水
鳥
の
流
入
路
と
な
る
道
筋
の
入
口
や
t.
江
戸
内
を
隅
々
ま
で
廻
り
吟
味

将
畔
の
鷹
狩
と
江
戸
の
瓜
問
提

1
〇
九



史
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を
行
な
う
も
の
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
'
す
で
に
そ
の
方
法
は
人
々
に
知
れ
渡
っ
て
い
る
た
め
､
吟
味
方
法
を
強
化
し
た
い
と
す
る
の
が
'

こ
こ
で
の
伺
い
で
あ
る
｡
改
善
要
求
事
項
は
､

川一
定
の
荷
作
方
法
に
準
拠
し
て
い
な
い
荷
物
吟
味
の
実
施
､

∽新
書
原
の
入
口
で
の
卵

売
り
'
疑
わ
し
い
風
呂
敷
包

･
魚
龍
を
今
後
は
大
門
口
町
内
で
も
改
め
る
こ
と
､
㈱
吟
味
の
範
囲
を
江
戸
か
ら

一
二
一里
離
れ
た
海
辺
船

積
み
河
岸
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
､
回
同
様
に
江
戸
の
端
々
で
玉
子
屋

･
魚
屋
の
魚
舟
龍
の
類
を
江
戸
の
町
々
同
様
に
吟
味
す
る
こ
と
な
ど

で
あ
る
｡

こ
の
要
求
事
項
の
特
徴
は
'
そ
れ
ま
で
江
戸
の
町
方
な
ど
に
限
ら
れ
て
き
た
活
動
範
囲
を
､
そ
の
周
辺
地
域
に
ま
で
拡
大
し
'
益
鳥
な

ど
を
江
戸
へ
入
る
水
際
で
摘
発
し
ょ
う
と
す
る
点
に
あ
る
｡
村
方
に
お
い
て
は
'
村
役
人
や
在
宅
鳥
兄
な
ど
が
不
正
防
止
を
担
当
し
て
お

り
､
盗
鳥
の
取
締
り
は
'
江
戸
､
村
方
双
方
に
お
い
て
組
織
的
に
行
な
う
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
え
る
｡
水
鳥
問
屋
は
そ
う
し

た

一
端
を
負
わ
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
｡

な
お
､
水
鳥
問
屋
の
取
締
り
は
'
水
鳥
問
屋

｢六
人
之
者
召
仕
等
差
出
候
俵
こ
て
無
御
座
'
自
身
相
廻
り
侯
｣
と
見
え
る
よ
う
に
'
水

鳥
問
屋
自
身
が
吟
味
に
あ
た
っ
て
お
り
'
手
代
な
ど
に
よ
る
吟
味
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
｡
ま
た
､
盗
鳥
な
ど
を
発
見
し
て
も

｢六
人
之
者

手
込
二
任
侠
俵
二
は
無
之
｣
と
い
う
よ
う
に
､
自
ら
違
反
者
を
罰
す
る
こ
と
は
な
く
'
幕
府
へ
の
訴
え
が
基
本
で
あ
っ
た
｡

魚
鴇
な
ど
の
中
身
を
問
題
と
し
て
い
る
が
､
こ
の
点
は
'
す
で
に
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
魚
寵
の
魚
と
水
鳥
が
そ
も
そ
も

一
緒
に
商
わ

れ
て
き
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
｡
し
か
し
､
鳥
問
屋
の
扱
い
品
目
が
水
鳥
に
限
定
さ
れ
る
中
で
'
従
来
､
自
ら
が
扱
っ
て
き
た

品
物
や
'
関
係
を
有
し
て
き
た
商
売
人
を
取
り
締
ま
る
と
い
う
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
｡
そ
れ
は
今
ま
で
の
取
引
先
を
排
除
す
る
行
為
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
｡

そ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
｡
後
年
の
記
録
と
な
る
が
'
素
永
四
年

(
一
八
五
一
)
六
月
､
町
奉
行
遠
山
左

衛
門
尉
影
元
が
老
中
阿
部
伊
勢
守
正
弘
へ
提
出
し
た
両
問
屋
の
再
興
伺
い
に
は
､
｢右
者
前
条
之
通
'
享
保
皮
取
極
侯
問
屋
共
二
両
､
御



場
内
盗
鳥
改
之
節
'
目
印
之
為
メ
'
売
買
之
鳥
類
江
羽
印
放
し
侯
様
申
付
'
延
享
元
子
年
よ
り
会
所
取
建
､
水
鳥
荷
物
同
所
江
1
手
二
引

(幻
)

受
､
改
方
之
俵
先
役
共
申
渡
､
宝
暦
十
辰
年
よ
り
右
六
人
之
も
の
共
御
鳥
見
方
手
こ
付
'
見
廻
改
方
を
も
致
し
侯
｣
と
あ
る
｡
つ
ま
り
､

水
鳥
問
屋
は
江
戸
に
運
ば
れ
る
す
べ
て
の
鳥
に
羽
印
を
し
て
､
そ
れ
が
盗
鳥
で
な
く
正
規
の
商
売
鳥
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
､
そ
れ
ら
の
業
務
を

1
元
的
に
処
理
す
る
た
め
に
延
享
元
年

(
1
七
四
四
)
に
は

｢水
月
会
所
｣
を
設
定
し
'
羽
印
な
ど
の
手

続
き
の
終
え
た
も
の
を
水
鳥
問
屋
を
経
て
江
戸
の
町
へ
流
す
こ
と
に
し
て
い
る
｡
こ
の
会
所
設
置
の
具
体
的
な
動
向
な
ど
は
不
明
で
あ
る

が
､
取
締
り
強
化
の
手
段
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
｡
ま
た
､
右
の
引
用
史
料
に
は
､
宝
暦
十
年

二
七
六

〇
)
水
鳥
問
屋
六
人
の
も
の
が
御
鳥
見
方
へ
付
属
さ
れ
､
｢見
廻
改
方
｣
を
勤
め
た
と
記
さ
れ
る
｡
鳥
見
方
と
の
関
係
は
よ
り
探
ま
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
｡
そ
れ
は
江
戸
に
あ
っ
て
鷹
場
保
全
へ
の
関
わ
り
を
よ
り

一
層
探
め
て
い
く
こ
と
で
も
あ
っ
た
｡

糊

水
鳥
問
屋
の
御
膳
御
用

次
に

｢御
膳
御
用
鳥
｣
の
上
納
が
'
水
鳥
問
屋
に
正
式
に
命
じ
ら
れ
た
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
｡
こ
れ
は
江
戸
城
中
で
消
珊
す

る
鳥
類
を
上
納
す
る
も
の
で
あ
り
'
水
鳥
問
屋
に
送
ら
れ
て
き
た
鳥
類
の
う
ち
幕
府
が
必
要
分
を
買
い
上
げ
､
残
り
を
市
中
へ
売
り
捌
-

と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
寛
政
五
年

二
七
九
三
)
九
月
'
側
衆
加
納
遠
江
守
久
周
の
水
鳥
問
屋
な
ど
の
山
采
に
つ
い
て
の
質
問
に
答
え
た

町
奉
行
池
田
筑
後
守
長
恵
は
'
そ
の
答
申
書
の
な
か
で
､
享
保
十
年

｢水
鳥
問
屋
申
付
'
御
脳
御
用
鳥
之
伐
相
勤
'
且
御
騰
御
場
所
之
内

見
廻
り
等
申
渡
､
其
外
之
鳥
商
売

1
切
停
止
之
節
､
触
流
有
之
処
'
同
十
四
酉
年
神
尾
五
郎
三
郎
御
些
肌
之
節
'
御
脳
御
心
御
用
'
本
途

直
段
三
割
通
引
下
侯
ハ
,
､
年
季
御
用
括
被
成
下
､
永
久
御
用
達
可
被
仰
付
旨
申
渡
､
則
三
割
通
引
下
候
二
付
､
永
久
御
用
達
申
渡
有

(51
)

之

｣

な

ど
と
記
し
て
お
り
､
水
鳥
問
屋
の
成
立
に
と
も
な
い
､
御
腿
御
用
を
勤
め
た
こ
と
'
ま
た
'
享
保
十
四
年

(
一
七
二
九
)
に
は
御

賄
涙
で
あ
っ
た
神
尾
春
央
が
相
場
の
三
割
引
で
納
め
る
こ
と
を
条
件
に

｢永
久
御
用
｣
を
命
じ
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
る
.
関
連
史

将
軍
の
鷹
狩
と
江
戸
の
鳥
問
屋

一
一
一



史
料
鉛
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究
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要
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一
一
二

科
は
少
な
く
､
具
体
的
な
状
況
は
不
明
で
あ
る
が
､
享
保
十
年
の
改
正
に
よ
っ
て
御
膳
鳥
御
用
の
全
て
が
制
度
的
に
整
わ
な
い
に
し
ろ
､

近
世
中
後
期
に
見
ら
れ
る
体
制
が
こ
こ
を
機
に
成
立
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
｡
御
膳
御
用
そ
の
も
の
は
､
水
鳥
問
屋
の
成
立
以
前
か
ら

江
戸
の
鳥
商
売
人
が
こ
れ
を
担

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
'
水
鳥
問
屋
の
組
織
化
に
よ
っ
て
御
階
御
用
も
彼
ら
に
委
ね
ら
れ
た
と
い
え
る
｡

組
織
化
さ
れ
た
も
の
だ
け
が
'
そ
の
権
利
を
独
占
で
き
た
の
で
あ
る
｡

そ
し
て
､
そ
の
活
動
と
は
'
何
よ
り
も
幕
府
へ
の
奉
公
と
し
て
の
側
面
が
極
め
て
強
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
鳥
問
屋
は
放
鷹

制
の
復
活
の
な
か
で
そ
う
し
た
体
制
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
存
在
な
の
で
あ
る
｡
そ
れ
は
保
護
と
規
制
の
な
か
で
存
在
し
た
最

も
近
世
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
｡

お

わ

り

に

江
戸
の
鳥
商
売
は
､
将
軍
権
威
を
誇
示
す
る
装
置
と
し
て
再
興
さ
れ
た
鷹
を
め
ぐ
る
諸
儀
礼
を
確
立
さ
せ
る
た
め
に
厳
し
い
規
制
の
も

と
に
置
か
れ
'
そ
う
し
た
大
き
な
体
制
の
な
か
で
そ
の
一
翼
を
担
う
も
の
と
し
て
次
第
に
改
変
'
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
｡

そ
の
具
体
的
な
動
き
は
享
保
三
年
の
諸
点
取
扱
制
限
に
始
ま
り
､
享
保
十
年
正
月
の
岡
鳥
問
屋

･
水
鳥
問
屋
の
成
立
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
確

立
L
t
天
保
期
の
株
仲
間
解
散
に
お
け
る
期
間
を
除
く
と
'
そ
の
形
が
基
本
的
に
幕
末
ま
で
継
続
し
た
｡
本
稿
で
は
'
確
立
に
至
る
経
過

を
鳥
商
売
人
の
存
在
形
態
'
他
集
団
へ
の
影
響
､
岡
鳥

･
水
鳥
問
屋
の
機
能

･
役
割
な
ど
に
留
意
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
き
た
｡
そ
の

結
果
'
概
ね
次
の
よ
う
な
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
｡

享
保
十
年
以
前
は
'
食
肉
を
扱
う
鳥
商
売
人
や
､
愛
玩
用
の
鳥
を
扱
う
飼
鳥
屋
が
､
生
産

･
流
通

･
市
場
な
ど
の
あ
り
方
に
規
定
さ
れ

な
が
ら
も
'
そ
れ
ぞ
れ
自
律
的
な
独
立
し
た
流
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
た
｡
た
と
え
ば
'
季
節
性
の
強
い
商
売
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま



え
多
角
的
な
経
営
形
態
を
取
る
こ
と
も

1
つ
の
特
徴
で
あ
っ
た
.

し
か
し
'
岡
鳥

･
水
鳥
問
屋
は
､
従
来
の
流
通
シ
ス
テ
ム
や
業
態
を
公
認
さ
れ
る
な
か
で
成
立
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
｡
同
点
問
屋

は
御
鷹
の
餌
鳥
請
負
人
八
軒
の
み
を
構
成
員
に
結
成
さ
れ
て
お
り
､
結
成
そ
の
も
の
が
彼
ら
へ
の
保
護
策
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高

い
.
水
鳥
問
屋
は
同
点
問
屋
の
動
き
の
な
か
で
創
出
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ふ
｡

い
っ
ぽ
う
'
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
き
た
飼
鳥
屋
は
､
岡
鳥
問
屋
の
支
配
下

(仲
只
･
小
光
的
な
位
位
)
に
置
か
れ
た
｡
両
者
は
そ
れ
ま

で
商
い
取
引
き
が
全
-
な
い
間
柄
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
'
放
鷹
制
の
筏
活
に
伴
う
諸
点
取
扱
い
対
す
る
茄
府
の
規
制
は
愛
玩
用
の
鳥
を
扱

っ
て
き
た
飼
鳥
屋
と
食
用
と
な
る
鳥
を
扱
っ
て
き
た
鳥
商
売
人
を

一
つ
の
論
理
で
く
く
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
わ
け
で
あ
る
｡
も
ち
ろ
ん
'

そ
こ
で
は
時
代
的
な
要
請
の
な
か
で
巧
み
に
立
ち
回
(
た
餌
鳥
請
負
人
の
動
向
を
さ
ら
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
.
餌
鳥
を
請
け
負
う
こ

と
に
よ
り
彼
ら
が
岡
鳥
問
屋
と
い
う
地
位
を
得
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
見
て
よ
か
ろ
う
｡

と
こ
ろ
で
､
享
保
十
年
に
同
点
問
屋
の
成
立
と
の
絡
み
で
誕
生
し
た
水
鳥
問
屋
は
､
同
点
を
扱
え
な
-
な
っ
た
従
来
通
り
の
ぶ
商
売
人

と
い
う
形
で
存
在
し
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
｡
機
能
の
面
か
ら
も
全
-
新
規
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
い
え
る
｡
･す
な
わ
ち
､
取
締

り
機
能
が
付
与
さ
れ
､
江
戸
お
よ
び
そ
の
周
辺
域
を
巡
回
す
る
と
共
に
､
商
売
鳥
の
取
扱
い
の
た
め
に
'
鑑
札
の
発
行
､
羽
印
改
め
を
行

な
い
､
そ
の
執
務
の
た
め
に
水
鳥
会
所
を
設
置
し
､
益
鳥
発
生
防
止
に
全
面
的
に
関
わ
っ
た
の
で
あ
る
｡
こ
こ
に
は
自
ら
の
経
営
活
動
の

安
定
化
､.
独
占
化
と
い
っ
た
面
も
あ
ろ
う
が
､
そ
れ
に
も
増
し
て
商
い
を
許
可
さ
れ
た
も
の
の
一
種
の
御
用
と
し
て
の
側
面
の
強
い
も
の

で
あ
っ
た
｡
不
正
取
締
り
そ
の
も
の
は
'
鷹
を
め
ぐ
る
諸
儀
礼
の
維
持
に
努
め
る
幕
府
の
都
合
か
ら
発
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
｡
し
か
し
'

こ
う
し
た
状
況
は
鳥
問
屋
の
活
動
を
萎
縮
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
｡
彼
ら
は
'
か
か
る
状
況
の
な
か
で
自
ら
の
位
置
を
雄
待
し
､
取

(52
)

締
り
な
ど
の
御
用
に
関
る
こ
と
で
権
利
を
さ
ら
に
特
権
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る

｡

な
お
'
両
問
屋
の
取
締
り
な
ど
の
御
用
は
そ
れ
ぞ
れ
対
象
を
異
に
L
t
岡
鳥
問
屋
は
御
鷹
の
餌
鳥
に
関
わ
る
御
用
に
､
水
鳥
問
屋
は
鷹

将
軍
の
鷹
狩
と
江
戸
の
鳥
問
屋

二
三



史
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二

四

狩
の
獲
物
と
な
る
鳥
類
の
取
締
-
に
関
わ

っ
た
が
'
こ
う
し
た
対
象
の
違
い
か
ら
は
岡
鳥
問
屋
を
鷹
匠
系
統
の
鳥
問
屋
､
水
鳥
問
屋
を
鳥

見
系
統
の
点
間
屋
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
｡

以
上
'
繰
り
返
し
指
摘
す
る
よ
う
に
江
戸
の
鳥
問
屋
は
本
来
的
な
商
い
を
取
り
引
き
と
は
異
質
な
展
開
の
な
か
で
成
立
し
た
も
の
で
あ

っ
た
｡
し
か
し
'
そ
の
姿
は
､
少
な
か
ら
ず
江
戸
や
他
の
城
下
町
の
商
人
達
に
共
通
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
｡
今
後
､
商
人
達
の
商
い
以

外
で
の
役
割
に
対
す
る
認
識
'
政
治

･
社
会

･
経
済
活
動
の
面
で
の
具
体
的
な
影
響
を
よ
り

一
層
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
｡
ま
た
､
前
近
代
の
商
人
の
'
領
主

へ
の
帰
属

･
依
存
意
識
が
ど
の
よ
う
に
合
理
化
さ
れ
て
い
く
の
か
､
そ
の
検
討
が
必
要
と
な
る
｡

も
ち
ろ
ん
､
こ
う
し
た
意
識
は
商
人
側
が

一
方
的
に
醸
成
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
'
両
者
の
関
係
そ
の
も
の
が
問
題
で
あ
る
｡
そ

れ
故
に
こ
そ
商
人
の
生
成
過
程
そ
の
も
の
に
関
す
る
検
討
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
り
'
本
稿
の
目
的
で
も
あ

っ
た
｡
ま
た
'
関
わ
り
合
う

集
団
相
互
の
関
係
を
規
制

･
保
護

･
序
列
化
と
い
っ
た
観
点
か
ら
捉
え
る
視
点
も
不
可
欠
で
あ
り
'
近
世
的
な
権
威
の
問
題
と
密
接
に
関

わ
る
｡
本
稿
は
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の

一
つ
の
試
み
で
あ
っ
た
が
､
門
外
漢
の
研
究
対
象
で
あ
り
至
ら
ぬ
点
も
少
な
く
な
い
こ
と
と
思
う
｡

3牌
E

ま
た
'
残
さ
れ
た
課
題
は
少
な
く
な
い
｡
こ
と
に
餌
鳥
請
負
人
と
餌
差
の
問
題
に
つ
い
て
は
'
別
稿

を

用
意
し
た
い
と
考
え
て
い
る
｡

註(-
)
将
軍
の
鷹
､
鷹
場
に
関
す
る
研
究
は
多
い
が
'
こ
こ
で
は
儀
礼
的

な
面
を
踏
ま
え
た
次
の
よ
う
な
研
究
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
｡
拙
稿

｢鷹
を
め
ぐ
る
贈
答
儀
礼
の
構
造
-
将
軍

(徳
川
)
権
威
の
一
側
面
-
｣

(r国
史
学
｣

一
四
八
号
'
一
九
九
二
年
)､
同

｢近
世
の
御
振
舞
い
の

構
造
と

｢御
鷹
之
鳥
｣
祝
念
｣
(r史
料
館
研
究
紀
要
｣
二
六
号
'
一

九
九
五
年
三
月
)｡
岡
崎
寛
徳

｢近
世
武
家
社
会
に
お
け
る
諸
点
下

賜
･
響
応
儀
礼
の
展
開
｣
(r中
央
史
学
｣
第

1
九
号
､
1
九
九
六
年
)｡

な
お
'
戦
国
期
の
成
果
と
し
て
は
､
盛
本
呂
広

｢戦
国
期
の
鷹
献
上

の
構
造
と
贈
答
儀
礼
｣
(r歴
史
学
研
究
｣
六
六
二
号
'
一
九
九
四
年
)

が
あ
る
｡

(2
)
今
井
修
平

｢幕
末

･
維
新
期
の
町
と
仲
間
｣
(高
橋
康
夫
･
吉
田
仲

之
垢

r日
本
都
市
史
入
門
し
Ⅱ
所
収
t
I
九
九
〇
年
'
束
京
大
学
出

版
会
)0



(3
)
近
年
の
由
緒
書
な
ど
の
研
究
に
よ
れ
ば
'
特
権
を
主
張
す
る
よ
う

な
状
況
は
'
近
世
前
期
よ
り
む
し
ろ
近
世
後
期
に
狐
中
す
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
｡
権
益
が
動
揺
す
る
中
で
さ
か
ん
に
山
緒
が
創
造
さ

れ
､
実
際
に
新
た
な
権
益
を
得
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
わ
け
で

あ
る
｡
久
留
良

治

｢村
が

r山
緒
J
を
語
る
と
き
-

r村
の
山
緒
J

に
つ
い
て
の
研
究
ノ
ー
ト
ー
｣
(久
切
出
浩

･
吉
田
仲
之
鮎

r近
世
の

社
会
集
団
】

一
九
九
五
年
､
山
川
山
版
祉
)､
拙
稲

｢献
上
役
と
村
秩

序
｣
(徳
川
林
政
史
研
究
所

｢研
究
紀
要
】
昭
和
六
一
年
度
､

一
九
八

七
年
)､
同

｢献
上
役
負
担
と
運
動
の
論
理
｣
(r回
史
学
｣

一
三
二
号
､

一
九
八
七
年
)
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

(4
)
問
屋
と
国
家

･
領
主
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
合
理
化
さ
れ
る
べ

き
か
､
そ
の
指
標
が
関
越
と
な
ろ
う
｡
こ
れ
に
つ
い
て
現
段
階
で
考

え
て
い
る
点
を
記
し
て
お
き
た
い
｡

従
来
'
物
流
の
あ
り
方
は
､
良
民
的
な
生
産
流
通
の
発
鵬
を
背
蚊

と
し
て
特
権
商
人
か
ら
新
興
商
人
に
と
っ
て
代
わ
る
と
の
試
論
も
見

ら
れ
た
が
､
特
権
性
の
開
延
は
､
こ
う
し
た
談
論
に
よ
っ
て
解
決
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
｡
良
民
的
'
新
興
の
も
の
の
流
通
と
理
解
さ
れ

た
も
の
す
ら
､
必
ず
し
も
農
民
や
1
般
消
珊
者
の
利
害
を
前
提
と
し

て
そ
の
後
充
分
に
発
展
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
｡
時
代
の
特

質
を
踏
ま
え
た
特
権
に
関
す
る
構
造
や
質
に
関
す
る
研
究
が
必
要
な

の
で
あ
り
､
そ
の
指
標
と
し
て
は
､
従
来
の
よ
う
な
流
通
の
担
い
手

の
交
代
に
注
目
す
る
だ
け
で
な
く
'
商
人
の
公
共
的
機
能
､
公
益
性

と
い
う
点
へ
の
着
日
が
有
効
と
思
わ
れ
る
｡

(5
)
註

(-
)
に
同
じ
｡

将
軍
の
騰
狩
と
江
戸
の
点
問
屋

(6
)
菅

豊

｢都
市
と
ム
ラ
の
水
鳥
｣
(r朝
日
百
科

･
日
本
の
歴
史

別

冊
歴
史
を
読
み
な
お
す
18
｣
ひ
と
と
動
物
の
近
世
所
収
､

1
九
九
五

年
､
朝
日
新
聞
社
)､
紹
介
さ
れ
た
川
柳

｢帳
面
に
朗
々
鴨
と
い
そ
が

し
き
｣
｢鴨
つ
が
ひ
寒
気
当
り
の
日
が
く
ぼ
み
｣
な
ど
か
ら
も
､
鴨
な

ど
水
心
が
鯛
同
様
に
州
符
品
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
｡

(7
)
r御
触
Rb,_兜
保
兆
成
｣

1
1
三
四
号
O

(8
)
r如
京
市
史
稲
｣
産
業
fZ
十

J
､

1
六
二
-
1
六
三
頁
｡
お
よ
び

r享
保
撰
要
獅
鵜
J
約
四
番

(野
上
出
版
)'
二
〇
1
1-
二
〇
三
:･;
参

照
｡
.

(9
)
事
保
三
年
'
御
鳩
の
糾
乃
謂
れ
人
七
軒
が
新
規
に
設
定
さ
れ
る
以

前
の
御
鷹
の
鮮
血
の
調
達
は
'
こ
れ
を

｢公
依
餌
差
｣
が
担
当
し
た
｡

公
伐
餌
差
の
正
確
な
設
粧
年
次
は
不
明
で
あ
る
が
､
享
保
元
年
か
ら

鷹
の
献
上
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
､
餌
瓜
確
保
に
関
わ
る
シ
ス

テ
ム
が
神
輿
当
初
か
ら
存
在
し
た
こ
と
は
悶
述
い
な
い
｡
し
か
し
､

雌
の
数
の
増
加
や
､
放
膿
制
の
確
立
に
は

1
延
の
時
間
を
要
し
て
い

る
よ
う
で
あ
り
､
享
保
二
年
二
月
､
｢公
伐
糾
差
｣

】
三
人
が
任
命
さ

れ
た
時
点
を
､
実
質
的
な
公
伐
餌
差
の
体
制
的
確
立
と
見
て
よ
い
の

で
は
な
い
か
.
そ
し
て
'
彼
ら
は
鳩
匠
頭
で
あ
る
戸
凹
五
助
と
小
米

長
右
衛
門
の
二
つ
の
組
に
別
れ

(r御
触
番
光
保
処
成
し
二

四
七
号
)､

各
々
担
当
の
鷹
部
屋
へ
餌
鳥
を
納
め
た
の
で
あ
る
｡
本
間
純
利

r御

磯
城
｣
(
1
九
八

1
年
'
埼
玉
新
例
祉
)
九
八
六
も
参
肘
.

(
10
)
本
文
に
み
ら
れ
る
餌
rq
調
達
シ
ス
テ
ム
は
享
保
五
年
ま
で
続
き
､

同
年
よ
り
腰
部
屈
-
餌
鳥
訪
ね
人
-
ム
捕
り
人
と
い
う
紀
れ
に
変
災

7
1
五



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

し
た
と
思
わ
れ
る
｡

(1
)
本
間
清
利
著

r御
酒
場
]
(
1
九
八
】
年
'
埼
玉
新
聞
社
)

1
1
T

-
一
二
一
頁
｡

(12
)
｢御
触
書
寛
保
集
成
｣

一
二
二
七
号
｡

(13
)
r御
触
書
寛
保
集
成
｣

二

六

一
号
｡

(
14
)
幕
府
か
ら
の

｢御
鷹
之
鳥
｣
の
下
賜
基
準
'
お
よ
び
下
賜
の
意
義

に
つ
い
て
は
註

(-
)
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

(15
)
た
と
え
ば
享
保
三
年
七
月
'
井
伊
掃
部
頭
な
ど
大
名
二
二
名
へ
宛

て
た
史
料
に
は
､
｢自
身
席
道
侯
節
は
雁
鴨
迄
は
御
免
に
侯
､
自
身
不

出
時
は
'
雁
鴨
は
致
遠
慮
'
其
外
之
軽
き
鳥
取
せ
快
事
は
不
苦
候
｣

(r御
触
雷
寛
保
集
成
｣

一
一
三
三
号
)
と
み
え
る
｡

(
16
)
r御
触
書
寛
保
集
成
｣

一
一
五
六
号
｡

(

17
)

や
や
時
代
は
下
る
が
､
享
保
九
年
に
は
探
川
筋
海
辺
で
盗
鳥
が
頻

発
す
る
た
め
､
周
辺
町
々
へ
鳥
番
を
申
し
付
け
る
と
い
っ
た
こ
と
も

見
ら
れ
る

(r享
保
撰
要
類
集
｣
第
四
巻
､
二
一
〇
頁
'
野
上
出
版
)0

(18
)
｢東
京
市
史
稿
｣
産
業
編
十

一
'
四
六
〇
頁
｡
お
よ
び

｢享
保
撰
要

類
集
｣
第
四
巻
､
二
〇
三
貢
参
照
O

(
19
)
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

｢餌
鳥
会
所
記
録
｣
六
'
｢御
席
餌
鳥
請
負

人

町
方
江
被
仰
付
侯
起
立
｣
｡

(20
)
同
右
｡

(21
)
註

(11
)
に
同
じ
｡

(SS)
r御
触
書
寛
保
集
成
｣

二

三
八
号
O

(23
)
｢御
触
書
寛
保
集
成
】

一
一
四
五
号
｡

(a
;)
r御
触
書
寛
保
集
成
｣

二

三
八
号
'
本
間
清
利
著

r御
鷹
揚
｣

1

一
一
六

二
二
頁
｡

(25
)
飼
鳥
屋
取
締
り
に
関
す
る
証
文
の
な
か
に

｢餌
鳥
買
入
之
義
'
武

家
方
よ
り
申
付
侯
ハ
､
'
餌
鳥
屋
共
よ
り
買
受
侯
様
及
断
､
縦
令
出

入
屋
敷
こ
而
も
'

一
切
売
侯
義
ハ
勿
論
､
買
入
之
世
話
等
致
間
数
侯

事
｣
と
見
え
て
い
る

(r大
日
本
近
世
史
料
｣
諸
問
屋
再
興
調
二
､
四

二
八
頁
)｡
ま
た
'
後
年
の
こ
と
に
な
る
が
､
享
和
元
年
岩
槻
洋
が
国

元
よ
り
江
戸
藩
邸
へ
餌
鳥
を
送
ろ
う
と
し
た
際
に
は
'
｢八
州
之
内
御

領
主
様
餌
鳥
為
御
取
御
府
内
江
御
廻
シ
被
遊
侠
様
こ
相
成
侯
へ
者
'

外
御
領
主
様
方
迄
茂
右
同
様
こ
相
成
可
申
侯
､
左
候
待
者
御
鷹
餌
鳥

取
候
御
場
所
手
狭
二
罷
成
､
井
上
往
々
者
不
取
締
御
定
等
も
相
崩
､

畢
克
御
差
支
こ
相
成
可
申
侯
､
勿
論
御
武
家
方
鷹
餌
鳥
之
偽
者
､
御

立
入
仕
侯
町
人
共
江
被
仰
付
候
と
も
御
断
を
申
上
'
請
負
人
之
外
者

t
切
手
掛
申
俵
不
相
成
御
定
こ
御
座
候
｣
と
餌
鳥
請
負
人
が
反
論
し

て
い
る

(｢餌
鳥
会
所
記
録
｣

こ
｡

(26
)
｢御
触
書
寛
保
集
成
｣

一
一
五
二
号
｡

(27
)
同
右
｡

(28
)
｢享
保
撰
要
類
集
｣
第
四
巻

(
一
九
八
六
年
'
野
上
出
版
)
'
二
〇

六
～
二
一
〇
頁
｡

(29
)
享
保
八
年
の
餌
鳥
請
負
人
の

｢種
々
之
願
｣
｢不
時
な
願
｣
を
具
体

的
に
記
し
た
史
料
は
確
認
で
き
な
い
が
､
幕
府
は
古
餌
鳥
請
負
人
五

郎
左
衛
門
ら
三
人
を
処
罰
し
た
後
に
､
餌
鳥
請
負
値
段
を
金

一
両
雀

三
八
〇
羽
か
ら
二
五
〇
羽
に
変
更
し
て
い
る
｡
こ
こ
か
ら
は
､
幕
府

が
餌
鳥
を
安
く
買
い
叩
い
て
き
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
｡
餌
鳥
請
負

人
か
ら
の
訴
え
と
は
､
そ
う
し
た
状
況
の
改
善
要
求
で
あ
っ
た
と
考



え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
ま
た
'
右
か
ら
は
幕
肘
が
請
負
人
を
処
罰
し

て
も
'

1
方
で
は
買
い
上
げ
値
段
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

が
あ
っ
た
と
い
え
る
｡

(30
)
註

(28
)
に
同
じ
｡

(3
)
r御
触
苔
寛
保
弘
成
｣

二

五
五
号
'
｢糾
鳥
会
所
記
録
｣
六

(｢御

鷹
餌
鳥
請
負
人
町
方
江
被
仰
付
峡
起
立
｣)0

(3
)
r御
触
啓
寛
保
塊
成
｣

二

五
六
号
｡

(33
)
同
右
｡

(3
)
r東
京
市
史
稲
｣
産
業
詣
十
二
､
二
九
三
頁
｡

(お
)
｢餌
鳥
会
所
記
録
｣
三
に
は
'
文
政
八
年
八
月
､
飼
鳥
屋
か
ら
餌
烏

を
買
い
上
げ
る
記
事
が
見
ら
れ
る
｡

(3
)
｢餌
鳥
会
所
記
録
｣
五

(餌
月
方
取
調

1
作
記
録
)｡
な
お
､
｢餌
鳥

会
所
記
録
｣

1
に
も
同
様
の
記
邸
が
見
え
る
｡

(37
)
註

(36
)
に
同
じ
｡

(38
)
光
政
五
年
時
の
史
料
で
あ
る
が
､
享
保
十
年
段
階
の
飼
瓜
屋
の
数

を
五
八
軒
と
す
る
も
の
が
あ
る

(r大
日
本
近
世
史
科
し
諮
問
屋
再
興

調
六
､
四
〇
頁
)｡
本
文
の
飼
乃
段
数
は
ほ
ほ
当
時
の
実
態
を
反
映
し

て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
か
｡

(39
)
｢餌
鳥
会
所
記
録
｣

7
(寛
政
十
二
年
)
｢
八
月
廿
八
日
奈
良
屋
御

役
所
江
差
山
侯
番
付
写
｣
｡

(40)
｢支
配
｣
の
語
は
'
た
と
え
ば
寛
政
五
年
の
史
料
に

｢飼
鳥
屋
者
御

騰餌
鳥
屋
之
支
配
二
両
｣
r大
日
本
近
世
史
料
｣
諸
関
屋
再
興
調
六
､

四
〇
頁
)
と
い
う
よ
う
に
見
え
る
｡

(4
)
｢大
日
本
近
世
史
料
]
諸
岡
屈
再
興
調
二
､
四
二
七
頁
O

将
軍
の
鷹
狩
と
江
戸
の
鳥
問
屋

(42
)
r享
保
採
算
軒
先
J
第
四
巻

(野
上
出
版
'

1
九
八
六
年
)
'
二
1

三
百
o

(9
)
本
文
後
掲
史
料

(r享
保
撰
安
規
災
]
節
四
巻
､
二
一
三
頁
'
野
上

山
版
)
に
は
､
明
ら
か
に

｢地
心
問
屋
｣
と
あ
る
が
､
r撰
要
類
集
｣

節
171巻

(続
群
む
類
従
完
成
会
)
､
二
一
1
打
に
は
､
｢魚
鳥
問
屋
｣

と
あ
る
｡
つ
ま
り
､
国
会
図
番
蝕
本
の

｢挟
安
輔
狐
｣
に
は

｢巣
鳥

問
屋
｣
､
内
閣
文
雄
本
の

｢拭
要
朝
地
｣
に
は

｢魚
心
問
屋
｣
と
あ
る

わ
け
だ
が
､
こ
の
是
非
は
明
ら
か
で
は
な
い
｡
本
来
論
旨
に
関
わ
る

問
題
で
あ
-
､
魚
鳥
問
屋
で
あ
れ
ば
よ
り
好
ま
し
い
｡
し
か
し
､
確

証
が
な
い
た
め
､

1
応
国
会
図
沓
田
本
に
し
た
が
い
､
こ
の
問
屋
名

に
関
わ
っ
て
は
談
論
を
展
開
し
な
か
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
｡

(44
)
註

(6
)
に
同
じ
｡

(4
)
享
保
十

1
年
九
月
に
は
､
武
家
が
山
入
り
の
免
垣
か
ら
金
川
の
瓜

を
恥
入
す
る
こ
と
を
取
り
締
ま
る
た
め
に
､
町
傘
行
か
ら
老
中
へ
次

の
よ
う
な
捉
案
が
あ
り
'
失
行
さ
れ
た

(r束
L.<市
史
稲
｣
苑
菜
fZ
十

二
､
六
五
六
頁
)｡
史
料
に
は

｢武
士
方
こ
て
山
人
川
之
節
､
山
人
之

新
屋
え
申
付
'
瓜
取
寄
侯
こ
付
､
右
新
規
段
数
方
え
申
立
､
問
垣
よ

り
調
脇
先
任
､
又
は
溢
血
調
候
筋
も
和
之
'
紛
敷
御
座
峡
間
'
向
後

武
士
方
こ
て
出
入
之
新
屋
え
申
付
候
儀
ハ
致
無
用
二
､
月
関
屋
方
計

こ
て
相
調
侯
様
子
御
定
御
座
侯
て
､
可
鉄
率
存
侠
こ
付
中
上
侠
｣
と

あ
る
｡

(4
)
r御
蝕
む
天
明
災
成
し

1
七
七
〇
号
｡

(47
)
r東
京
市
史
稲
｣
宛
菜
E3
二
一'
1
六
八
頁
.

(娼
)
r東
京
市
史
稲
】
兜
英
日

]
五
､
七
〇
七
Hz
｡
小
左
街
門
は
､
元
文

二
七



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

四
年
十
二
月
'
不
将
を
理
由
に
解
き
放
た
れ
た
が
'
寛
保
元
年
八
月
､

田
所
町
家
持
弥
右
衛
門
が
同
様
に
鳥
見
か
ら
の
推
挙
を
受
け
､
取
締

り
に
関
わ
っ
た
｡
離
職
年
次
は
不
明
で
あ
る
｡

(49
)
r享
保
撰
要
類
集
｣
第
四
巻

(野
上
出
版
t

l
九
八
六
年
)
､
二
一

五
頁
｡

(50
)
r大
日
本
近
世
史
科
し
諸
問
屋
再
興
調
六
'
十

一
頁
｡

一
一
人

(5
)
r大
日
本
近
世
史
料
]
諸
問
屋
再
興
調
六
､
四
1
頁
.

(52
)
註

(5
)
菅
氏
論
文
に
は
'
岡
鳥
問
屋
が
水
鳥
問
屋
の
営
業
権
を

獲
得

す
る
た
め
に
幕
府
に
毎
年
巣
屑
を
献
上
す
る
こ
と
を
願
い
､
そ

れ
が
許
可
さ
れ
る
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
る
｡

(
5
)
拙
稿

｢将
軍
の
鷹
狩
と
身
分
-
御
鷹
の
餌
鳥
御
用
と
餌
差

-
｣

(r国
史
学
｣

一
六

一
号
､

一
九
九
七
年
)0




